
春の全国火災予防運動の一環として、第３回消防フェアーが行われました。去年の長慶寺
ちょうけいじ

に引き

続き、毎年各地区を巡回していく消防フェアー。今年は男里
おのさと

地区の男
おの

神社で、安全祈願の後、ミニ

消防車による放水訓練にはじまり、伸ばした手の先も見えないほどの煙が立ちこめる煙体験コーナ

ー（写真小窓）、神社の木の枝を緻密
ちみつ

な操作で避けながら昇降する梯子車
はしごしゃ

のゴンドラ体験（写真中

央）、婦人防火クラブ員の後方支援〔炊き出し〕訓練による豚汁もふるまわれ、内容の濃いものと

なりました。

これにより市民の皆さんの防災意識の向上と大規模災害で一番重要となる地域の連携が培われた

のではないでしょうか。そしてその意識を日常の生活の中でも、維持し続けていって欲しいもので

す。 （３月６日）
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クリムソン
クローバー

しだれ桜

（春）チューリップ・
（秋）コスモス

駐車場

駐車場

シバザクラ
アジサイ

コナラ・
クヌギ

ソメイヨシノ

ローズマリー

４月２日貍～１０日豸午前１０時～午後４時

※４月２日貍のみオープンセレモニー

（午前１０時）のため正午から

球根付２０本５００円

長靴・軍手・スコップは持参ください

チューリップ摘み取り期間中は無休

期間以外は毎週火・水曜日

泉 南 市 農 業 公 園

２

今月の主な内容

消防本部
水道部
清掃課
保健センター
市民体育館
文化ホール
図書館
青少年センター
人権ふれあいセンター
樽井公民館
新家公民館
信達公民館
西信達公民館
あいぴあ泉南
古代史博物館
人権推進部

薀祕０１１９
薀祗６５５１
薀祟５８７５
薀祗７６１５
薀祗１０００
薀祗７７６７
薀祗７７６６
薀祚３５００
薀祟６４４７
薀祟４３６１
薀祟９３１４
薀祟９２６４
薀祟９２７０
薀祕０７０７
薀祟６７８９
薀祀２８５５

記事中の問い合わせ
内線番号が書かれたものは、
市役所（薀83-0001）へ
その他については、下記へ

□不断の意識こそが

防災の第一歩 …1

□花咲きファーム

開園します …2～3

□情報ＢＯＸ …4～9 

□information（お知らせ）

…10～17

□人権シリーズ …18～19

□健康コーナー …20～21

□まちかどスナップ…22～23

□ふるさと歴史紀行 …24

泉南市の人口（２月末現在）
人　口‥‥‥65,909人
男‥‥‥‥32,106人
女‥‥‥‥33,803人

世帯数‥‥‥23,844世帯

「広報せんなん」をホームページで

閲覧できます。

アドレス:http://www.city.sennan.

osaka.jp/jyoukan/catv_kouhou/ko

uhou/kouhou1.htm

芝生広場や休憩所などが設

けられ忙しい現代人に緑ゆた

かでゆったりとした時間を過

ごしていただける公園となっ

ています。今までは、春のチ

ューリップ摘み取り園や秋の

コスモス摘み取り園のみの開

園でしたが、桜の木も植樹さ

れ、新しい泉南市の花見の名

所にもなることでしょう。今

年はお弁当をもってご家族、

友人そろって花咲きファーム

へお越しください。

今年も色とりどりのチュー

リップが育てられ、花咲きフ

ァーム開園日から摘みとり園

が催されます。緑の山の麓に

ひらかれたチューリップ畑

は、絨毯
じゅうたん

をおもわせるほど鮮

やかに広がり心をパッと明る

くさせてくれます。チューリ

ップ摘み取り園開催期間中の

土曜日・日曜日には花や野菜

の直売も予定されています。

また、桜をはじめ季節を感

じる事が出来る木々も公園内

に植えられ、１年中親しんで

いただける公園として皆様の

お越しをお待ちしています。

▼問合せ＝農林水産課

（内線５７５）

花
咲
き
フ
ァ
ー
ム
キ
ャ
ラ
ク
タ
ー

輊
フ
ラ
ム
ち
ゃ
ん
軫

花咲きファームロゴ



▼
と
き
＝
毎
週
土
曜
日
午
後
一
時

半
〜
三
時
半
▼
と
こ
ろ
＝
青
少
年

セ
ン
タ
ー
▼
対
象
＝
小
・
中
学
生

と
高
齢
者
の
方
▼
定
員
＝
二
十
人

▼
費
用
＝
無
料
▼
申
込
み
・
問
合

せ
＝
電
話
、
E
メ
ー
ル
で
青
少
年

セ
ン
タ
ー
へ

泉
南
子
ど
も
ゆ
め
活
動
実
行
委

員
会
で
は
、
私
た
ち
の
野
鳥
観
察

会
を
毎
月
開
催
し
ま
す
。
身
近
な

自
然
を
体
感
し
ま
せ
ん
か
。
▼
と

き
＝
四
月
二
十
三
日
貍
午
前
九
時

〜
正
午
▼
と
こ
ろ
＝
青
少
年
セ
ン

タ
ー
周
辺
▼
対
象
＝
小
・
中
学
生

▼
定
員
＝
十
五
人
▼
費
用
＝
無
料

▼
申
込
み
・
問
合
せ
＝
電
話
、
E

メ
ー
ル
で
青
少
年
セ
ン
タ
ー
へ

子
育
て
な
ど
に
関
す
る
さ
ま
ざ

ま
な
思
い
や
悩
み
を
ご
相
談
く
だ

さ
い
。
▼
と
き
＝
毎
週
水
曜
日
午

前
九
時
半
〜
正
午
▼
と
こ
ろ
＝
青

少
年
セ
ン
タ
ー
▼
費
用
＝
無
料
▼

そ
の
他
＝
秘
密
は
厳
守
し
ま
す
▼

申
込
み
・
問
合
せ
＝
電
話
、
E
メ

ー
ル
で
青
少
年
セ
ン
タ
ー
へ

育
児
中
の
今
だ
か
ら
こ
そ
で
き

る
遊
び
を
と
お
し
て
、
沢
山
の
お

友
達
と
お
話
し
て
み
ま
せ
ん
か
。

▼
と
き
＝
笊
五
月
十
二
日
笆
十
九

日
笳
六
月
九
日
笘
十
六
日
の
木
曜

日
※
時
間
は
全
て
午
前
十
時
〜
十

一
時
半
▼
と
こ
ろ
＝
笊
笳
樽
井
公

民
館
笆
笘
信
達
公
民
館
▼
内
容
＝

笊
笆
親
子
で
楽
し
く
リ
ズ
ム
体
操

笳
笘
風
船
遊
び
を
し
よ
う
▼
対

象
＝
就
学
前
の
子
ど
も
と
そ
の
保

護
者
▼
参
加
費
＝
無
料
（
但
し
、

笳
笘
の
み
材
料
費
一
〇
〇
円
程
度

が
必
要
）
▼
そ
の
他
＝
五
月
は
体

操
の
松
下
裕
子

ま
つ
し
た
ひ
ろ
こ

さ
ん
が
来
て
く
れ

ま
す
。
▼
問
合
せ
＝
樽
井
公
民
館

広
く
っ
て
、
お
も
ち
ゃ
も
あ
る

お
部
屋
で
遊
び
ま
せ
ん
か
？
▼
と

き
＝
四
月
二
十
二
日
、
五
月
二
十

七
日
、
六
月
二
十
四
日
の
金
曜
日

※
時
間
は
全
て
午
前
十
時
〜
十
一

時
半
▼
と
こ
ろ
＝
樽
井
公
民
館
・

大
会
議
室
▼
参
加
費
＝
無
料
▼
そ

の
他
＝
す
こ
や
か
新
聞
を
お
配
り

し
ま
す
▼
問
合
せ
＝
樽
井
公
民
館

樽
井
公
民
館
で
は
、
小
学
四
年

生
〜
中
学
三
年
生
ま
で
の
児
童
を

対
象
に
「
た
ち
つ
て
と
広
場
」
を

実
施
中
。
子
ど
も
と
一
緒
に
活
動

に
取
り
組
ん
で
い
た
だ
け
る
方
を

募
集
し
ま
す
▼
と
き
＝
六
月
〜
十

二
月
ま
で
の
第
一
土
曜
日
、
子
ど

も
と
の
活
動
や
会
議
な
ど
▼
対

象
＝
十
八
歳
以
上
の
方
（
高
校
生

は
不
可
、
現
在
は
十
代
〜
六
十
代

の
方
が
活
動
中
）
▼
そ
の
他
＝
で

き
る
こ
と
を
で
き
る
範
囲
で
活
動

し
て
い
た
だ
き
ま
す
。
初
め
て
の

方
に
は
研
修
等
も
あ
り
ま
す
。
▼

申
込
み
・
問
合
せ
＝
電
話
、
Ｅ
メ

ー
ル
、
Ｆ
Ａ
Ｘ
で
樽
井
公
民
館
へ

小
・
中
学
生
の
時
に
体
験
し
た

事
を
、
今
度
は
あ
な
た
が
子
ど
も

た
ち
に
伝
え
て
あ
げ
ま
せ
ん
か
。

▼
と
き
＝
六
月
〜
十
二
月
ま
で
の

毎
月
第
一
土
曜
日
、
午
前
十
時
〜

午
後
四
時
▼
と
こ
ろ
＝
樽
井
公
民

館
他
（
活
動
内
容
に
よ
り
変
更
）

▼
対
象
＝
新
高
校
一
年
生
〜
三
年

生
▼
内
容
＝
た
ち
つ
て
と
広
場
に

参
加
し
て
い
る
子
ど
も
の
活
動
の

サ
ポ
ー
ト
▼
参
加
費
＝
無
料
▼
申

込
み
・
問
合
せ
＝
電
話
、
Ｅ
メ
ー

ル
、
Ｆ
Ａ
Ｘ
で
樽
井
公
民
館
へ

▼
と
き
＝
四
月
二
十
四
日
豸
▽
一

般
公
開
は
午
前
十
時
〜
午
後
四
時

（
泉
南
案
内
人
の
会
が
山
田
家
住

宅
を
説
明
）
▽
メ
ゾ
ソ
プ
ラ
ノ
コ

ン
サ
ー
ト
は
午
後
二
時
〜
（
歌：

中
澤
朝
子

な
か
ざ
わ
あ
さ
こ

さ
ん
、
ピ
ア
ノ
伴
奏：

西
田
尚
美

に
し
だ
な
お
み

さ
ん
、
曲
目：

「
こ
の

道
」
山
田
耕
筰

や
ま
だ
こ
う
さ
く

作
、「
ひ
な
の
日

は
」
中
田
喜
直

な
か
だ
よ
し
な
お

作
ほ
か
▽
山
野
草

展
示
会
は
二
十
三
貍
、
二
十
四
豸

二
日
間
開
催
午
前
十
時
〜
午
後
五

時
（
新
家
山
野
草
ク
ラ
ブ
）
▼
と

こ
ろ
＝
山
田
家
住
宅
（
JR
新
家
駅

か
ら
踏
切
を
渡
り
約
五
分
）
▼
参

加
費
＝
無
料
▼
申
込
み
＝
不
要
▼

問
合
せ
＝
樽
井
公
民
館

樽
井
公
民
館
と
子
育
て
支
援
セ

ン
タ
ー
ひ
だ
ま
り
が
一
緒
に
赤
ち

ゃ
ん
教
室
を
開
催
し
ま
す
。
み
ん

な
で
楽
し
く
交
流
し
ま
せ
ん
か
？

▼
と
き
＝
五
月
二
十
六
日
〜
六
月

三
十
日
ま
で
の
毎
週
木
曜
日
※
但

し
六
月
三
日
の
み
金
曜
日
。
時
間

は
午
前
九
時
四
十
五
分
〜
十
一
時

十
五
分
（
全
六
回
）
▼
と
こ
ろ
＝

男
里
老
人
集
会
所
、
浜
保
育
所
、

雄
信
小
学
校
（
変
更
に
な
る
場
合

が
あ
り
ま
す
）
▼
対
象
＝
一
歳
未

満
の
乳
児
（
平
成
十
六
年
七
月
一

日
生
ま
れ
以
降
）
と
保
護
者
▼
内

容
＝
①
講
義
▽
子
ど
も
の
言
葉
の

獲
得
と
絵
本
の
お
話
▽
子
ど
も
に

よ
く
あ
る
病
気
と
そ
の
予
防
▽
離

乳
食
に
つ
い
て
▽
子
ど
も
の
発
達

と
し
つ
け
②
体
験
▽
手
作
り
お
も

ち
ゃ
▽
離
乳
食
を
作
っ
て
み
よ
う

▽
保
育
所
を
の
ぞ
い
て
み
よ
う
▽

ふ
れ
あ
い
遊
び
▼
参
加
費
＝
無

料
。
但
し
、
実
習
に
か
か
る
材
料

費
は
各
自
負
担
▼
定
員
＝
十
組
程

度
（
多
数
の
場
合
は
抽
選
）
▼
主

催
＝
泉
南
市
地
域
家
庭
教
育
推
進

協
議
会
▼
そ
の
他
＝
▽
八
月
か
ら

信
達
中
学
校
区
、
十
一
月
か
ら
西

信
達
中
学
校
区
、
平
成
十
八
年
二

月
か
ら
一
丘
中
学
校
区
で
同
じ
プ

ロ
グ
ラ
ム
で
実
施
▽
き
ょ
う
だ
い

の
保
育
あ
り
（
但
し
、
子
ど
も
一

人
に
つ
き
保
険
代
五
〇
〇
円
が
必

要
）
▼
申
込
み
・
問
合
せ
＝
電
話

で
五
月
十
三
日
貊
ま
で
に
子
育
て

支
援
セ
ン
タ
ー
ひ
だ
ま
り
薀
祚
３

３
７
１
へ

▼
と
き
＝
四
月
十
六
日
貍
午
前
十

時
〜
午
後
四
時
半
、
十
七
日
豸
午

前
九
時
半
〜
午
後
四
時
▼
と
こ

ろ
＝
信
達
公
民
館
▼
主
催
・
問
合

せ
＝
泉
南
山
野
草
会
薀
祗
７
５
６

９

５

樽
井
公
民
館
連
絡
先：

申
込
み
・
問
合
せ
に

ご
利
用
く
だ
さ
い
。
〒
五
九
〇
・
〇
五
二
一

泉
南
市
樽
井
六
・
十
一
・
十
六
　
樽
井
公
民

館
（e-m

ail：
tarui-k@

city.sennan.

osaka.jp

／
薀
祟
４
３
６
１
蕭
祟
４
３
８
０
）

公

館

樽

井

民

赤
ち
ゃ
ん
教
室
に
参

加
し
ま
せ
ん
か

ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
ス
タ

ッ
フ
を
募
集
し
ま
す
tarui

た
ち
つ
て
と
広
場

高
校
生
ク
ラ
ブ
募
集
tarui

山
田
家
住
宅
一
般
公
開

に
伴
う
各
種
催
し
案
内
tarui

春
の
山
野
草
展
示
会

親
と
子
の
広
場
に

参
加
し
ま
せ
ん
か

tarui

乳
幼
児
に
遊
び
場
を

提
供
し
ま
す

tarui

身
近
な
野
鳥
の
観
察

seishonen

こ
こ
ろ
ホ
ッ
ト
ラ
イ
ン

を
ご
利
用
く
だ
さ
い

seishonen

将
棋
道
場
で
楽
し
く

交
流
し
ま
せ
ん
か

seishonen

〜
英
語
で
楽
し
も
う
〜

▼
と
き
＝
四
月
十
六
日
貍
午
前
十

時
〜
十
一
時
半
▼
と
こ
ろ
＝
青
少

年
セ
ン
タ
ー
▼
内
容
＝
英
語
を
学

ぶ
楽
し
さ
を
知
る
▼
対
象
＝
市
内

の
中
学
生
と
保
護
者
▼
定
員
＝
五

十
名
（
先
着
順
）
▼
申
込
み
・
問

合
せ
＝
電
話
で
四
月
九
日
貍
〜
十

五
日
貊
※
十
日
豸
を
除
く
、
午
前

九
時
〜
午
後
四
時
の
間
に
青
少
年

セ
ン
タ
ー
へ

あ
い
さ
つ
や
ゲ
ー
ム
な
ど
を
通

し
て
英
語
に
ふ
れ
て
み
ま
せ
ん

か
。
▼
と
き
＝
五
月
十
四
日
貍
〜

七
月
十
六
日
貍
の
毎
週
土
曜
日
午

前
十
時
半
〜
十
一
時
半
（
全
十
回
）

▼
と
こ
ろ
＝
青
少
年
セ
ン
タ
ー
▼

対
象
＝
市
内
の
小
学
二
〜
三
年
生

▼
定
員
＝
二
十
名
（
多
数
の
場
合

は
抽
選
）
▼
参
加
費
＝
三
〇
〇
円

（
教
材
費
）
▼
申
込
み
・
問
合

せ
＝
五
月
九
日
豺
必
着
ま
で
に
往

復
ハ
ガ
キ
か
E
メ
ー
ル
に
、
え
い

ご
で
ご
あ
い
さ
つ
参
加
希
望
、
参

加
者
・
保
護
者
氏
名
（
ふ
り
が

な
）、
住
所
、
電
話
番
号
、
学
校

名
、
学
年
を
記
入
の
上
、
青
少
年

セ
ン
タ
ー
へ

青
少
年
セ
ン
タ
ー
で
は
、
外
国

人
の
先
生
か
ら
言
葉
や
外
国
の
様

子
を
学
ぶ
児
童
を
募
集
し
て
い
ま

す
。
▼
と
き
＝
五
月
十
四
日
貍
〜

七
月
十
六
日
貍
の
毎
週
土
曜
日
午

前
九
時
半
〜
十
一
時
（
全
十
回
）

▼
と
こ
ろ
＝
青
少
年
セ
ン
タ
ー
▼

対
象
＝
市
内
の
小
学
四
〜
六
年
生

▼
定
員
＝
二
十
人
（
多
数
の
場
合

は
抽
選
）
▼
費
用
＝
三
〇
〇
円

（
教
材
費
）
▼
申
込
み
・
問
合

せ
＝
五
月
九
日
豺
必
着
ま
で
に
往

復
ハ
ガ
キ
ま
た
は
、
E
メ
ー
ル
で
、

ネ
イ
テ
ィ
ブ
ス
ピ
ー
カ
ー
参
加
希

望
、
参
加
者
・
保
護
者
氏
名
（
ふ

り
が
な
）
、
住
所
、
電
話
番
号
、

学
校
名
、
学
年
を
記
入
の
上
、
青

少
年
セ
ン
タ
ー

▼
と
き
＝
毎
週
土
曜
日
午
前
九
時

半
〜
十
一
時
半
▼
と
こ
ろ
＝
青
少

年
セ
ン
タ
ー
三
階
教
室
▼
対
象
＝

市
内
の
小
学
四
年
生
〜
中
学
三
年

生
▼
問
合
せ
＝
青
少
年
セ
ン
タ
ー

青
少
年
セ
ン
タ
ー
で
は
、
中
学

生
学
習
相
談
会
に
参
加
す
る
中
学

生
を
募
集
し
て
い
ま
す
。
▼
と

き
＝
四
月
二
十
二
日
貊
か
ら
の
毎

週
金
曜
日
午
後
六
時
〜
七
時
半

（
数
学
）
・
土
曜
日
午
前
十
時
〜

十
一
時
半
（
英
語
）
▼
と
こ
ろ
＝

青
少
年
セ
ン
タ
ー
▼
学
習
科
目
＝

英
語
・
数
学
▼
対
象
＝
市
内
の
中

学
生
▼
定
員
＝
各
学
年
・
各
教
科

十
五
名
（
多
数
の
場
合
は
抽
選
）

▼
参
加
費
＝
無
料
（
保
険
加
入
希

望
の
場
合
は
五
〇
〇
円
必
要
）
▼

申
込
み
・
問
合
せ
＝
四
月
十
八
日

豺
必
着
ま
で
に
往
復
ハ
ガ
キ
ま
た

は
、
E
メ
ー
ル
で
、
学
習
相
談
会

参
加
希
望
科
目
、
参
加
者
・
保
護

者
氏
名
（
ふ
り
が
な
）
、
住
所
、

電
話
番
号
、
学
校
名
、
学
年
を
記

入
の
上
、
青
少
年
セ
ン
タ
ー
へ

青
少
年
セ
ン
タ
ー
で
は
、
中
学

生
を
対
象
に
実
施
す
る
学
習
相
談

会
の
講
師
を
募
集
中
。
▼
と
き
＝

毎
週
金
曜
日
の
午
後
六
時
〜
七
時

半
・
土
曜
日
の
午
前
十
時
〜
十
一

時
半
▼
募
集
科
目
＝
英
語
・
数
学

▼
対
象
＝
大
学
・
短
大
生
・
専
門

学
校
生
▼
募
集
人
数
＝
若
干
名
▼

提
出
書
類
＝
履
歴
書
▼
申
込
み
・

問
合
せ
＝
青
少
年
セ
ン
タ
ー

泉
南
子
ど
も
ゆ
め
活
動
実
行
委

員
会
で
は
、
泉
南
楽
し
い
な
読
み

聞
か
せ
講
習
会
を
開
催
し
ま
す
。

▼
と
き
＝
四
月
十
六
日
貍
午
前
十

時
四
十
五
分
〜
午
後
十
二
時
半
▼

と
こ
ろ
＝
青
少
年
セ
ン
タ
ー
▼
内

容
＝
朗
読
講
座
基
礎
▼
講
師
＝

石
川

い
し
か
わ

楊よ
う

子こ

さ
ん
▼
対
象
＝
十
八
歳

以
上
の
方
で
、
子
ど
も
に
本
な
ど

を
読
み
聞
か
せ
た
い
方
▼
定
員
＝

二
十
人
▼
参
加
費
＝
無
料
▼
申
込

み
・
問
合
せ
＝
電
話
、
E
メ
ー
ル

で
青
少
年
セ
ン
タ
ー
へ

泉
南
子
ど
も
ゆ
め
活
動
実
行
委

員
会
で
は
、
お
話
や
紙
芝
居
な
ど

の
読
み
聞
か
せ
の
会
を
開
催
し
ま

す
。
四
月
二
十
三
日
貍
は
子
ど
も

読
書
の
日
で
す
。
皆
さ
ん
ご
参
加

く
だ
さ
い
。
▼
と
き
＝
笊
四
月
十

八
日
豺
午
後
四
時
〜
四
時
半
笆
二

十
三
日
貍
午
前
十
時
〜
十
時
四
十

分
▼
と
こ
ろ
＝
青
少
年
セ
ン
タ
ー

▼
対
象
＝
小
学
生
以
下
の
子
ど
も

▼
定
員
＝
二
十
人
▼
費
用
＝
無
料

▼
申
込
み
・
問
合
せ
＝
電
話
、
E

メ
ー
ル
で
青
少
年
セ
ン
タ
ー
へ

友
だ
ち
や
親
子
で
卓
球
を
楽
し

み
ま
せ
ん
か
。
▼
と
き
＝
毎
週
金

曜
日
・
土
曜
日
▽
金
曜
日
は
午
後

五
時
〜
七
時
（
第
二
・
四
金
曜
日

は
、
卓
球
教
室
を
開
催
）
▽
土
曜

日
は
午
前
九
時
半
〜
十
一
時
半

（
た
だ
し
、
四
月
二
十
三
日
貍
・

五
月
二
十
日
貊
は
あ
り
ま
せ
ん
）

▼
と
こ
ろ
＝
青
少
年
セ
ン
タ
ー
▼

対
象
＝
市
内
の
小
・
中
学
生
と
そ

の
保
護
者
（
卓
球
教
室
は
十
五
歳

以
上
の
青
少
年
も
可
）
▼
定
員
＝

二
十
人
▼
費
用
＝
無
料
▼
そ
の

他
＝
上
ぐ
つ
を
ご
持
参
く
だ
さ
い

▼
申
込
み
・
問
合
せ
＝
電
話
、
E

メ
ー
ル
で
青
少
年
セ
ン
タ
ー
へ

４

青
少
年
セ
ン
タ
ー
連
絡
先：

申
込
み
・
問
合
せ
に

ご
利
用
く
だ
さ
い
。
〒
五
九
〇・〇
五
二
一
泉
南

市
樽
井
八
・十
三
・十
八

青
少
年
セ
ン
タ
ー
（e-

mail：
seishonen-center@

city.sennan.

osaka.jp

／
薀
祚
３
５
０
０
蕭
祗
５
４
２
５
）

年

ン

タ

｜

青

少

セ

ネ
イ
テ
ィ
ブ
ス
ピ
ー

カ
ー
に
学
ぼ
う

seishonen

自
習
室
を

開
放
し
ま
す

seishonen

読
み
聞
か
せ
の
会
を

開
催
し
ま
す

seishonen

友
だ
ち
家
族
で
卓
球

を
楽
し
み
ま
せ
ん
か
seishonen

読
み
聞
か
せ
講
習
会

を
開
催
し
ま
す

seishonen

中
学
生
学
習
相
談
会

の
講
師
を
募
集

seishonen

進
路
を
考
え
よ
う

中
学
生
学
習
相
談
会
seishonen

え
い
ご
で
あ
い
さ
つ

seishonen

ど
う
し
て
英
語
を

勉
強
す
る
の

seishonen



幼
少
児
の
基
礎
体
力
づ
く
り
と

体
操
を
通
じ
て
親
子
で
ふ
れ
あ

い
、
運
動
に
親
し
み
ま
せ
ん
か
。

▼
と
き
＝
笊
五
月
十
四
日
笆
二
十

八
日
笳
六
月
十
一
日
笘
二
十
五
日

笙
七
月
九
日
の
土
曜
日
午
前
十
一

時
〜
正
午
▼
と
こ
ろ
＝
市
民
体
育

館
・
第
二
競
技
場
▼
内
容
＝
笊
ふ

わ
ふ
わ
ミ
ニ
ボ
ー
ル
で
遊
ぼ
う
Ⅰ

笆
キ
ッ
ズ
ビ
ク
ス
と
リ
ズ
ム
運
動

Ⅰ
笳
ふ
わ
ふ
わ
ミ
ニ
ボ
ー
ル
で
遊

ぼ
う
Ⅱ
笘
フ
ー
プ
と
ボ
ー
ル
で
遊

ぼ
う
笙
キ
ッ
ズ
ビ
ク
ス
と
リ
ズ
ム

運
動
Ⅱ
▼
対
象
＝
就
学
前
の
幼
児

（
三
歳
以
上
）
と
そ
の
保
護
者
▼

定
員
＝
三
十
五
組
（
先
着
順
）
▼

参
加
費
＝
大
人
一
人
子
ど
も
一
人

で
二
、
〇
〇
〇
円
（
子
ど
も
一
人

追
加
ご
と
に
一
、
〇
〇
〇
円
）
▼

主
催
＝
泉
南
市
体
育
指
導
委
員
協

議
会
・
譛
ラ
イ
フ
ス
ポ
ー
ツ
振
興

財
団
▼
申
込
み
・
問
合
せ
＝
四
月

九
日
貍
〜
十
七
日
豸
（
月
曜
午
後

と
火
曜
を
除
く
）
期
間
に
市
民
体

育
館
設
置
用
紙
で
参
加
費
を
添
え

て
市
民
体
育
館
へ
薀
祗
１
０
０
０

豊
か
な
言
葉
で
想
像
の
世
界
が

広
が
る
…
そ
ん
な
「
お
は
な
し
」

を
通
し
て
、
楽
し
い
本
の
魅
力
を

子
ど
も
達
に
紹
介
し
ま
す
。
保
護

者
の
方
も
ご
一
緒
に
！
▼
と
き
＝

四
月
九
日
貍
午
後
二
時
半
〜
三
十

分
程
度
▼
と
こ
ろ
＝
図
書
館
二
階

視
聴
覚
室
▼
対
象
＝
四
歳
以
上
の

お
子
さ
ん
と
そ
の
保
護
者
▼
定

員
＝
先
着
四
十
人
（
途
中
で
の
出

入
り
は
不
可
）
▼
参
加
費
＝
無
料

▼
そ
の
他
＝
第
一
、
三
、
四
土
曜

日
の
午
後
二
時
半
〜
三
十
分
程

度
、
同
場
所
に
お
い
て
紙
芝
居
ボ

ラ
ン
テ
ィ
ア
「
拍
子
木
」
に
よ
る

紙
芝
居
（
〇
歳
か
ら
入
場
可
。
申

込
み
不
要
）
▼
問
合
せ
＝
図
書
館

泉
南
郵
便
局
（
家
高
士
朗

い
え
た
か
し
ろ
う

局
長
）

で
は
、
第
七
十
二
回
郵
政
記
念
日

の
記
念
行
事
と
し
て
、
泉
南
市
在

住
の
「
ア
ル
パ
」
奏
者：

上
之
山

う
え
の
や
ま

幸
代
さ
ち
よ

さ
ん
を
「
一
日
郵
便
局
長
」

に
お
迎
え
し
演
奏
会
を
行
い
ま

す
。
皆
さ
ま
の
ご
来
場
を
お
待
ち

し
て
い
ま
す
。
▼
と
き
＝
四
月
二

十
二
日
貊
午
前
十
時
か
ら
二
十
分

程
度
▼
と
こ
ろ
＝
泉
南
郵
便
局
コ

ミ
ュ
ニ
テ
ィ
ル
ー
ム
▼
内
容
＝
ア

ル
パ
（
ハ
ー
プ
の
一
種
で
す
。
）

演
奏
と
楽
し
い
ト
ー
ク
▼
定
員
＝

三
十
名
（
イ
ス
席
の
み
）
※
多
数

の
場
合
は
抽
選
▼
申
込
み
・
問
合

せ
＝
往
復
ハ
ガ
キ
で
、
四
月
十
日

豸
（
当
日
消
印
有
効
）
ま
で
に
住

所
、
氏
名
、
電
話
番
号
を
ご
記
入

の
上
、
〒
五
九
〇
・
〇
五
九
九
泉

南
郵
便
局
総
務
課
ア
ル
パ
ミ
ニ
コ

ン
サ
ー
ト
」
係
へ
薀
祟
０
１
７
８

今
回
は
精
神
障
害
の
方
た
ち
に

演
奏
の
ご
協
力
を
お
願
い
し
て
い

ま
す
。
い
ろ
ん
な
方
た
ち
と
の
ふ

れ
あ
い
を
お
楽
し
み
下
さ
い
。
▼

と
き
＝
四
月
十
六
日
貍
午
後
一
時

半
〜
▼
と
こ
ろ
＝
新
家
山
田
家
住

宅
▼
主
催
＝
特
定
非
営
利
活
動
法

人
さ
く
ら
▼
問
合
せ
＝
街
か
ど
デ

イ
ハ
ウ
ス
さ
く
ら
薀
祗
４
８
７
９

「
語
り
部
Ｋ
Ｏ
Ｂ
Ｅ
一
九
九
五
」

の
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
に
よ
る
講
演
を

開
催
し
ま
す
。
▼
と
き
＝
四
月
十

五
日
（
金
）
午
後
二
時
〜
三
時
半

▼
と
こ
ろ
＝
あ
い
ぴ
あ
泉
南
・
大

会
議
室
▼
内
容
＝
輊
阪
神
大
震
災

を
語
る
軫
▼
講
師
＝
浅
井
鈴
子

あ
さ
い
　
す
ず
こ

さ

ん
、
星
野
錦
江

ほ
し
の
　
き
ん
え

さ
ん
▼
参
加
費
＝

無
料
▼
問
合
せ
＝
泉
南
市
社
会
福

祉
協
議
会
薀
祗
１
０
２
７

▼
研
修
期
間
＝
七
月
二
十
二
日
貊

〜
十
二
月
八
日
貅
▼
と
こ
ろ
＝
大

阪
府
国
民
健
康
保
険
団
体
連
合
会

（
大
阪
市
中
央
区
常
盤
町
一
・

三
・
八
）
他
▼
受
講
料
＝
四
〇
、

〇
〇
〇
円
▼
対
象
＝
大
阪
府
内
在

住
で
六
十
歳
未
満
の
方
▼
定
員
＝

全
体
で
四
十
名
（
泉
南
市
在
住
者

分
四
名
・
多
数
の
場
合
は
抽
選
）

▼
募
集
期
間
＝
五
月
十
六
日
豺
〜

三
十
一
日
貂
▼
そ
の
他
＝
パ
ン
フ

レ
ッ
ト
は
泉
南
市
高
齢
障
害
福
祉

課
窓
口
に
四
月
下
旬
に
設
置
▼
問

合
せ
＝
大
阪
府
国
民
健
康
保
険
団

体
連
合
会
総
務
部
事
業
課
薀
０

６
・
６
９
４
９
・
５
３
２
５
又
は

泉
南
市
役
所
高
齢
障
害
福
祉
課

（
内
線
三
〇
四
）

▼
と
き
＝
五
月
十
日
〜
九
月
二
十

七
日
の
毎
週
火
曜
日
（
八
月
十
六

日
を
除
く
）
※
午
後
一
時
半
か
ら

三
時
半
▼
と
こ
ろ
＝
あ
い
ぴ
あ
泉

南
▼
内
容
＝
手
話
奉
仕
員
養
成
講

座
入
門
コ
ー
ス
▼
対
象
＝
初
め
て

手
話
を
学
習
さ
れ
る
泉
南
市
在

住
・
在
勤
の
方
▼
定
員
＝
三
十
名

（
多
数
の
場
合
は
抽
選
）
▼
参
加

費
＝
無
料
。
但
し
テ
キ
ス
ト
代
実

費
▼
申
込
み
・
問
合
せ
＝
往
復
ハ

ガ
キ
で
四
月
十
五
日
貊
必
着
ま
で

に
初
級
手
話
講
習
会
参
加
希
望
、

住
所
、
氏
名
（
ふ
り
が
な
）、
電

話
番
号
、
生
年
月
日
、
Ｆ
Ａ
Ｘ
番

号
を
記
入
の
上
、
〒
五
九
〇
・
〇

五
九
二
（
住
所
不
要
）
泉
南
市
役

所
高
齢
障
害
福
祉
課
へ
（
内
線
三

〇
九
）

７

ラ
イ
フ
キ
ッ
ズ
ス
ポ
ー

ツ
ク
ラ
ブ
参
加
者
募
集

毎
月
第
二
土
曜
は

お
は
な
し
ひ
ろ
ば
へ

郵
政
記
念
日

ア
ル
パ
演
奏
会

第
七
回
さ
く
ら

コ
ン
サ
ー
ト
を
開
催

介
護
者（
家
族
）の
会

第
十
回
総
会
記
念
講
演

初
級
手
話
講
習
会
の

受
講
者
募
集

ホ
ー
ム
ヘ
ル
パ
ー
養
成
研

修（
二
級
）の
お
知
ら
せ

保
育
所
や
幼
稚
園
に
通
っ
て
い

な
い
方
、
親
子
で
保
育
所
に
遊
び

に
来
ま
せ
ん
か
。
子
育
て
相
談
も

お
受
け
し
て
い
ま
す
。
▼
と
き
＝

四
月
十
二
日
・
二
十
六
日
・
五
月

十
日
・
二
十
四
日
の
火
曜
日
▼
と

こ
ろ
・
連
絡
先
＝
ち
び
っ
こ
広
場

（
鳴
滝
第
二
保
育
所
内
の
遊
戯
室
、

所
庭
）
祚
３
３
７
１
▼
開
放
時

間
＝
午
前
十
時
〜
十
一
時
半
▼
そ

の
他
＝
信
達
・
樽
井
・
浜
・
鳴
滝

第
一
保
育
所
は
六
月
か
ら
所
庭
を

開
放
し
ま
す
▼
問
合
せ
＝
児
童
福

祉
課
（
内
線
二
八
一
）

子
育
て
の
中
で
、
日
頃
感
じ
て

い
る
事
を
話
し
合
っ
た
り
、
子
ど

も
の
成
長
・
健
康
・
食
生
活
な
ど

に
つ
い
て
交
流
し
な
が
ら
友
達
を

つ
く
り
ま
せ
ん
か
。
▼
と
き
＝
四

月
二
十
五
日
豺
・
二
十
八
日
貅
・

五
月
九
日
豺
・
十
二
日
貅
・
十
六

日
豺
・
十
九
日
貅
（
全
六
回
）
全

て
午
前
十
時
〜
十
一
時
半
▼
と
こ

ろ
＝
子
育
て
支
援
セ
ン
タ
ー
「
ひ

だ
ま
り
」
▼
対
象
＝
平
成
十
五
年

五
月
一
日
〜
平
成
十
六
年
四
月
三

十
日
生
ま
れ
の
子
ど
も
と
そ
の
保

護
者
▼
内
容
＝
ふ
れ
あ
い
遊
び
・

お
も
ち
ゃ
作
り
・
ミ
ニ
講
座
「
食

生
活
」
・
調
理
実
習
「
お
や

つ
」
・
保
護
者
の
交
流
等
▼
参
加

費
＝
無
料
（
実
習
の
材
料
費
は
各

自
負
担
）
▼
定
員
＝
十
組
（
多
数

の
場
合
は
抽
選
）
▼
申
込
み
・
問

合
せ
＝
四
月
十
八
日
豺
迄
に
、
電

話
で
子
育
て
支
援
セ
ン
タ
ー
へ
薀

祚
３
３
７
１

子
育
て
支
援
セ
ン
タ
ー
『
ひ
だ

ま
り
』
の
ス
タ
ッ
フ
が
出
前
で
遊

び
の
場
を
提
供
し
ま
す
。
五
月
か

ら
は
毎
月
第
二
、
三
金
曜
日
に
各

地
域
で
出
前
保
育
を
行
う
予
定
で

す
。
▼
と
き
＝
笊
四
月
七
日
貅
午

前
十
時
半
〜
十
一
時
半
笆
十
九
日

貂
午
前
十
時
〜
十
一
時
半
▼
と
こ

ろ
＝
笊
泉
南
市
農
業
公
園
「
花
咲

き
フ
ァ
ー
ム
」（
駐
車
場
有
）
※
雨

天
中
止
笆
市
立
樽
井
幼
稚
園
（
駐

車
場
無
）
▼
対
象
＝
就
学
前
の
子

ど
も
と
そ
の
保
護
者
▼
内
容
＝

歌
・
手
遊
び
・
大
型
紙
芝
居
・
親

子
で
の
遊
び
等
▼
申
込
み
＝
不
要

▼
問
合
せ
＝
子
育
て
支
援
セ
ン
タ

ー
「
ひ
だ
ま
り
」
薀
祚
３
３
７
１

里
山
コ
ン
サ
ー
ト
・
大
き
な
お

お
き
な
鍋
で
豚
汁
・
お
餅
つ
き
・

手
打
ち
う
ど
ん
・
手
づ
く
り
バ
ー

ム
ク
ー
ヘ
ン
・
里
山
の
昆
虫
づ
く

り
な
ど
内
容
盛
り
だ
く
さ
ん
。
さ

ぁ
、
わ
い
わ
い
し
ま
し
ょ
う
よ
邇

▼
と
き
＝
四
月
二
十
三
日
貍
〜
二

十
四
日
豸
午
前
十
時
〜
午
後
三
時

▼
と
こ
ろ
＝
紀
泉
わ
い
わ
い
村
▼

入
場
料
＝
無
料
▼
申
込
み
＝
不
要

▼
問
合
せ
＝
紀
泉
わ
い
わ
い
村
薀

祕
０
６
６
１

モ
ノ
作
り
や
野
外
料
理
な
ど
を

自
然
た
っ
ぷ
り
の
里
山
で
行
な
い

ま
す
。
▼
と
き
＝
土
・
日
・
祝
日

を
例
会
日
と
し
て
月
一
回
、
年
間

十
回
（
四
月
、
八
月
は
休
会
）
▼

と
こ
ろ
＝
紀
泉
わ
い
わ
い
村
▼
対

象
／
定
員
＝
小
学
一
年
生
〜
六
年

生
／
約
二
十
名
、
中
学
一
年
生
〜

三
年
生
／
約
十
名
▼
費
用
＝
入
会

金
五
、
〇
〇
〇
円
・
年
会
費
一
〇
、

二
〇
〇
円
（
会
費
六
、
〇
〇
〇
円

〔
年
間
〕
・
賛
助
費
四
、
二
〇
〇

円
）
▼
そ
の
他
＝
各
回
の
活
動
に

は
実
費
が
必
要
で
す
。
賛
助
費
は

ユ
ー
ス
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
の
養
成
と

研
修
費
に
活
用
し
ま
す
。
▼
申
込

み
・
問
合
せ
＝
紀
泉
わ
い
わ
い
村

薀
祕
０
６
６
１

手
打
ち
う
ど
ん
や
青
空
バ
ー
ム

ク
ー
ヘ
ン
、
石
臼
ダ
ン
ゴ
作
り
、

竹
の
工
作
や
農
業
体
験
な
ど
、
せ

っ
か
く
の
良
い
休
日
を
家
族
で
わ

い
わ
い
笑
っ
て
過
ご
し
ま
せ
ん

か
？
▼
と
き
＝
四
月
二
十
九
日
豢

〜
五
月
五
日
豢
▼
と
こ
ろ
＝
紀
泉

わ
い
わ
い
村
▼
費
用
＝
六
〇
〇
円

〜
一
、
〇
〇
〇
円
（
予
定
）
▼
申

込
み
・
問
合
せ
＝
紀
泉
わ
い
わ
い

村
薀
祕
０
６
６
１

市
民
の
皆
様
、
身
体
の
シ
ェ
イ

プ
ア
ッ
プ
と
心
の
リ
フ
レ
ッ
シ
ュ

を
一
緒
に
し
ま
せ
ん
か
。
泉
南
リ

ズ
ム
体
操
ク
ラ
ブ
で
は
新
し
い
部

員
を
募
集
し
て
い
ま
す
。
▼
と

き
＝
毎
週
水
曜
日
午
前
十
時
〜
十

一
時
半
▼
と
こ
ろ
＝
市
民
体
育
館

▼
費
用
＝
会
費
一
、
五
〇
〇
円

（
月
額
）
・
保
険
料
一
、
五
〇
〇

円
（
年
間
）
・
体
育
館
使
用
料
二

〇
〇
円
（
一
回
）
▼
申
込
み
・
問

合
せ
＝
ク
ラ
ブ
事
務
局
薀
祚
４
０

２
０

６

わ
ん
ぱ
く
教
室（
一
歳
向

け
）に
参
加
し
ま
せ
ん
か

「
ひ
だ
ま
り
」
の

出
前
保
育

紀
泉
わ
い
わ
い
村

野
遊
び
ク
ラ
ブ

リ
ズ
ム
体
操
ク
ラ
ブ

員
を
募
集
し
ま
す

市
立
保
育
所
で

所
庭
の
開
放

紀
泉
わ
い
わ
い
村

Ｇ
Ｗ

ゴ
ー
ル
デ
ン
ウ
ィ
ー
クイ
ベ
ン
ト
案
内

紀
泉
わ
い
わ
い
村

春
祭
り

広告掲載枠です。

内容については、今月号の広報せんなんをご覧ください。

広告掲載枠です。

内容については、今月号の広報せんなんをご覧ください。



９

市民体育館では、次の通りスポーツ教室を開設します。健康・体力・仲間づくりのため、ふるって、ご参加くだ
さい。 ▼問合せ＝市民体育館（薀祗１０００）

蘆蘆蘆抽選教室蘆蘆蘆蘆蘆蘆蘆蘆蘆蘆蘆蘆蘆蘆蘆蘆蘆蘆蘆蘆蘆蘆蘆蘆蘆　　泉南市教育委員会

笊プレイニング体操 

笆チャイルド体操 

笳ちびっこ体操 

笘親子体操・トトロ 

H13年4月2日～ 
H14年4月1日生 

市民体育館 
第２競技場 

ごっこ遊び、まねっこ、音楽、うた、いろいろな用具 
を使って楽しく体を動かします。 

マット、ボール、鉄棒、トランポリン、跳び箱、音楽 
等を利用して、体を動かすことが好きになるように進めます。 

マットの後ろまわり、跳箱の開脚とび、鉄棒の逆上がりが 
できるを目標に、ボールやトランポリンなど色々な運動を 
します。 

リズム体操・歌あそび・手あそびなどをしながら、 
親子のふれあいを深めます。 

２０人 

２０人 

２０人 

２５組 

市民体育館 
第２競技場 

市民体育館 
第２競技場 

市民体育館 
第２競技場 

毎週金曜日 
午後3:30～4:30

毎週水曜日 
午後3:30～4:30

毎週土曜日 
午後2:00～3:15

毎週木曜日 
午前10:00～11:00

H11年4月2日～ 
H13年4月1日生 

保護者と 
H13年4月2日～ 
H15年4月1日生 

小学1・2年生 

笙エアロビクス 

笞ストレッチandジャズ体操 

笵トライスポーツ 

笨シンプル体操 

一般男子・女子 
（初心者向き） 

５５歳以上の 
　男子・女子 

市民体育館 
第２競技場 

年齢に関係なく、誰でも始められる 
やさしいエアロビクスです。 

からだの硬い人のストレッチと、若さを保ち快適に 
生活を送れるやさしいジャズ体操です。 

ストレッチ・軽いウォーキング・少しの 
筋力アップと簡単な運動をします。 

誰でも楽しめるニュースポーツ・レクスポーツを中 
心に、日頃運動不足の人でも簡単にはじめられるト 
レーニング・体操などで無理なく体を動かします。 

４０人 

４０人 

３０人 

２５人 

市民体育館 
第２競技場 

市民体育館 
第１競技場 

市民体育館 
第１競技場他 

毎週水曜日 
午後2:00～3:00

毎週土曜日 
午前9:30～10:45

毎週土曜日 
午前11:00～正午 

毎週金曜日 
午前10:00～11:30

一般男子・女子 

一般男子・女子 

▼対　象＝泉南市在住、在勤の方
（全日制の高校生は除く）
▼費　用＝各教室とも10回単位。1教
室につき受講料として大人2,000円、
こども1,000円（但し、親子体操・ト
トロ教室は、親と子１組につき2,000
円）。また、スポーツ傷害保険料（大
人、子ども各500円）が必要です
▼申込み期間＝▽抽選教室（笊～笘）
は、上記抽選方法を参照ください▽
抽選教室以外（笙～笨）は４月24日
豸～５月５日豢の各午前9時～午後5

時（但し、月曜日午後・４月26日
貂・30日貍は休館）。受付期間内でも
定員になりしだい締め切ります※抽
選教室以外でも４月24日受付開始
（午前9時受付整列）の時点で定員を
超えた場合は抽選します。
▼申込み場所＝市民体育館
▼申込み方法＝体育館備え付け用紙
に必要事項を記入の上、受講料を添
えて申し込んでください。
▼その他＝▽各教室とも５月中旬か
ら始めます。詳しい日程表は受付時

にお渡しします▽申込み締切後は、
受講料、保険料は返却しません▽日
程及び時間帯に変更が生じる場合が
あります▽各教室とも申込み人数に
より開設しない場合があります（こ
の場合、受講料、保険料は返却しま
す）▽幼児をつれての受講は、ご遠
慮願います（親子体操・トトロ教室
も保護者1人につき子ども1人です）
▽一般男子、女子については、平成
17年４月１日現在で満18歳以上の方
が対象です。

▼抽選教室の抽選方法
笊プレイニング体操の受付時間＝４
月23日貍午前９時～９時10分まで
笆チャイルド体操の受付時間＝４月
23日貍午前10時～10時10分まで

笳ちびっこ体操の受付時間＝４月23
日貍午前11時～11時10分まで
笘親子体操・トトロの受付＝４月23
日貍午後１時～１時10分
※前記の時間に受付用紙を受け取り、

定員を超えた場合は、その場で抽選
を行います。なお、受付用紙は１人
につき１枚としますので、１人で２
人以上の申込みはできません。
※参加希望者の抽選権利は１回です。

蘆蘆蘆抽選教室以外蘆蘆蘆蘆蘆蘆蘆蘆蘆蘆蘆蘆蘆蘆蘆蘆蘆蘆蘆蘆蘆蘆蘆

聴
覚
障
害
を
持
つ
方
々
に
円
滑

な
意
志
疎
通
と
情
報
を
保
障
す
る

た
め
に
ご
協
力
く
だ
さ
い
。
▼
選

考
＝
四
月
二
十
五
日
豺
昼
間
と
夜

間
に
審
査
会
を
実
施
し
ま
す
。
応

募
者
に
は
お
っ
て
時
間
・
内
容
・

会
場
を
お
知
ら
せ
し
ま
す
。
▼
対

象
＝
手
話
に
よ
る
会
話
が
で
き
る

泉
南
市
在
住
・
在
勤
の
方
▼
申
込

み
・
問
合
せ
＝
来
庁
又
は
Ｆ
Ａ
Ｘ

で
氏
名
・
住
所
・
生
年
月
日
・
電

話
（
Ｆ
Ａ
Ｘ
）
番
号
・
手
話
歴
・

審
査
希
望
時
間
帯
を
高
齢
障
害
福

祉
課
備
え
付
け
の
所
定
申
込
書
に

ご
記
入
の
上
、
高
齢
障
害
福
祉
課

へ
（
内
線
三
〇
九
／
蕭
祟
７
６
６
７
）

▼
資
格
＝
昭
和
五
十
五
年
四
月
二

日
〜
平
成
二
年
四
月
一
日
に
生
ま

れ
た
方
で
、
一
〇
〇
誡
を
ク
ロ
ー

ル
で
三
分
以
内
に
泳
げ
、
所
定
の

研
修
を
受
講
で
き
る
方
▼
勤
務

日
＝
休
館
日
を
除
く
土
・
日
曜
日

及
び
夏
休
期
間
中
▼
勤
務
時
間
＝

午
前
十
時
〜
午
後
二
時
及
び
午
後

二
時
〜
六
時
▼
賃
金
＝
七
七
〇
円

（
時
間
給
）
▼
定
員
＝
若
干
名
▼

採
用
期
間
＝
七
月
一
日
〜
九
月
三

十
日
▼
試
験
内
容
＝
泳
力
試
験：

四
月
二
十
三
日
貍
・
筆
記
、
面
接

試
験：

四
月
二
十
四
日
豸
▼
申
込

み
＝
四
月
六
日
貉
〜
十
七
日
豸
の

開
館
日
に
温
水
プ
ー
ル
所
定
の
申

込
用
紙
を
温
水
プ
ー
ル
へ
（
郵
送

不
可
）
▼
問
合
せ
＝
サ
ン
エ
ス
温

水
プ
ー
ル
薀
祚
２
６
２
７

▼
受
験
資
格
＝
笊
昭
和
五
十
三
年

四
月
二
日
〜
昭
和
五
十
九
年
四
月

一
日
生
ま
れ
の
方
笆
昭
和
五
十
九

年
四
月
二
日
以
降
生
ま
れ
で
漓
大

学
を
卒
業
し
た
方
及
び
平
成
十
八

年
三
月
迄
に
大
学
を
卒
業
す
る
見

込
み
の
方
滷
人
事
院
が
漓
に
掲
げ

る
方
と
同
等
の
資
格
が
あ
る
と
認

め
る
方
▼
申
込
み
期
間
＝
四
月
一

日
貊
〜
十
五
日
貊
（
当
日
消
印
有

効
）
▼
申
込
書
の
請
求
先
＝
大
阪

国
税
局
、
泉
佐
野
税
務
署
、
人
事

院
近
畿
事
務
局
▼
申
込
み
＝
大
阪

国
税
局
人
事
第
二
課
試
験
係
▼
試

験
日
＝
第
一
次
試
験
六
月
十
二
日

豸
▼
定
員
＝
全
国
で
約
九
〇
〇
人

▼
問
合
せ
＝
大
阪
国
税
局
人
事
第

二
課
試
験
係
（
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ：

http://w
w
w
.osaka.nta.go.jp

薀

０
６
・
６
９
４
１
・
５
３
３
１/

泉
佐
野
税
務
署
薀
磆
３
４
７
１

８

温
水
プ
ー
ル
夏
季
ア
ル

バ
イ
ト
監
視
員
募
集

税
務
職
員（
国
税
専
門

官
）を
募
集
し
ま
す

登
録
手
話
通
訳
者
・

手
話
奉
仕
員
募
集

ＡＢＣ委員会では、今年も緑いっぱい・夢いっぱい、
様々なイベントで市民の皆様をお迎えいたします。
▼とき＝４月２９日豢正午～午後３時
▼ところ＝りんくう体育館（大阪府南部広域防災拠点）
▼内容＝▽花の苗プレゼント
▽郵便局によるポストショップ
▽廃油で石鹸づくり
▽喫茶、紙芝居
▽山野草展示会
▽有機野菜販売
▽ケナフの作品販売
▽おもちゃ作り
▽アナゴの天ぷらな
どの販売
▽その他にフリーマーケット・楽しいイベントが予定され
ています。
▼その他＝今年から、開催場所がりんくう体育館に変更と
なっています。また、りんくう体育館の敷地内に駐車場も
用意しております。
▼フリーマーケッ
ト出店者募集＝市
内在住、在勤の方
で先着３０店（手
持ち出店２㍍×３
㍍）までで出店者
を募集します。出
店希望者は４月１
５日貊までに下記
問合せ先へお申込
みください。
▼問合せ＝地域振興課（内線５８３）

りんくう体育館 

サザンビーチ 

樽井
駅 

南海
本線
 

至難
波 

● 
● 

●浜保育所 

至和歌山 

市民球場 
樽井浜口 

樽井りんくう南口 

なみはや 
グランド 

泉
佐
野 

岩
出
線 

第７回ＡＢＣまつり開催＆ 
　　フリーマーケット出店者募集 
第７回ＡＢＣまつり開催＆ 
　　フリーマーケット出店者募集 

広告掲載枠です。

内容については、今月号の広報せんなんをご覧ください。



笞
父
又
は
母
が
法
令
に
よ
り
一
年
以
上

拘
禁
さ
れ
て
い
る
児
童

笵
母
が
婚
姻
に
よ
ら
な
い
で
出
産
し
た
児
童

笨
笊
〜
笵
の
児
童
を
監
護
し
て
い
る
父

又
は
母

笶
父
又
は
母
が
監
護
し
な
い
笊
〜
笵
に

揚
げ
る
児
童
を
養
育
さ
れ
て
い
る
方

▼
そ
の
他

所
得
制
限
、
申
請
に
必
要
な
書
類
等
、

用
件
に
よ
っ
て
違
い
ま
す
の
で
詳
し
く

は
生
活
福
祉
課
窓
口
で
お
尋
ね
下
さ
い

▼
問
合
せ
＝
生
活
福
祉
課
（
内
線
三
一
〇
）

対
象
者
は
、「
要
支
援
及
び
要
介
護
一

以
上
」
が
「
要
介
護
二
以
上
」
と
な
り

ま
す
。
詳
細
に
つ
い
て
は
、
高
齢
障
害

福
祉
課
へ
お
問
合
せ
下
さ
い
。

▼
問
合
せ
＝
高
齢
障
害
福
祉
課
（
内
線

三
〇
七
）
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毎月第3木曜日 
午後2時～4時 

人権ふれあい 
センター内 
人権協会 

納税課（内線233）
国保年金課 
（内線250） 

4月７日,14日,28日貅 
午前9時15分～11時45分 
※申込みは実施日前日にお電話 
　で午前9:00から先着10人受付 

市役所別館 
一階会議室２ 

市役所別館 
一階会議室２ 

地域振興課 
薀83-0001 
（内線583） 

地域振興課 
薀83-0001 
（内線583） 

法律相談 

行政相談 
家庭児童 
　　相談室 
薀85-1586

児童相談 

知的障害者相談 

市役所 
児童福祉課 

市役所 
納税課 
国保年金課 

児童福祉課 
薀83-0001 
（内線242）

家庭児童 
　　相談室 
薀85-1586

高齢障害福祉課 
薀83-0001 
（内線288）

母子相談 

社会福祉 
　　協議会 
薀82-1027

心配ごと相談 毎週木曜日 午前9時～正午 

毎月第4金曜日 
午前9時半～正午 

月～土曜日 
執務時間中 

教育相談室 教育相談室 
薀83-3755

薀83-0001

人権協会 
薀85-1401

農業委員会事務局 
薀83-0001 
（内線551）

教育相談 
月～土曜日の 
　午前９時～ 
　午後５時 
月～土曜日の 
　午前９時～ 
　午後５時 

月～金曜日の 
　午前10時～ 
　午後４時 

月～金曜日の 
午前10時～午後4時 
来所の場合は要予約 

農事相談 

進路支援（奨学金等）相談 

障害者等住宅改造相談 

毎月第2木曜日 
午後1時～4時 

人権ふれあい 
センター内 
人権協会 

毎月第3水曜日 
午後1時～4時 

市役所 
市民相談室 

人権協会 
薀85-1401

市役所別館 
消費生活センター 

　市役所・別館 
　消費生活センター 
　（要電話予約） 

市役所別館 
地域振興課 

市役所別館 
一階会議室２ 

地域振興課 
薀83-0001 
（内線583） 

消費者相談 

毎月第４木曜日 
午後1時30分 
　～4時30分 

月～金曜日の 
　午前9時～ 
　午後5時 
毎月第1・3 
木曜日午前10時～正午 
事前予約が必要です 

毎月第2・4 
金曜日 
午前10時～正午 

せんなん 
ピアセンター 
薀82-0114

月～金曜日 
執務時間中 

月～金曜日 
午後1時～4時 

市役所別館 
地域振興課 

地域振興課 
薀83-0001 
（内線583） 

市民相談 

月～金曜日 
執務時間中 

人権ふれあいセンター内 
地域就労支援センター 

地域振興課 
薀83-0001 
（内線583） 

地域振興課 
薀83-0001 
（内線583） 

地域就労支援センター 
薀85-1401 
薀83-6447

課税課 
薀83-0001 
（内線352） 

ハローワーク情報 

労働相談 

税の相談 

相談名 と　き ところ 問合せ 相談名 と　き ところ 問合せ 

子ども相談 
（家庭児童相談） 

毎週月曜・坂口医師 
毎月第2、4木曜・ 
　　　　　西森医師 
時間は午後1時半～3時 

総合福祉 
　　センター 

総合福祉 
　　センター 

総合福祉 
　　センター 

総合福祉 
　　センター 

総合福祉 
　　センター 

総合福祉 
　　センター 

総合福祉 
センター 
薀85-0707健康相談 

高齢者・障害者のための 

就労支援相談 

総合生活相談 

夜間納税相談 

市の主な行事を 
いつでもお聞き 
いただけます 

テレフォンサービス 
薀 
82－4111

毎月10日（土日祝 
日は翌執務日） 
午後５時半～８時 

関西国際空港情報：№59

関空連絡橋、土日祝は

１，０００円（普通車・往復）に！
関空連絡橋通行料が以下の通り新

しくなりました。休日はご家族・ご

友人で関空へ遊びにお越しくださ

い。

▼料金

▽軽自動車１，２００円（平日・往

復）

▽普通車１，５００円（平日・往復）

※土日祝は、軽自動車及び普通車に

限り１，０００円（往復）でご利用

いただけます。

※詳細についてはホームページをご

覧ください。

http://www.kansai-airport.or.jp/

▼問合せ＝道路管理所薀碚２２７８

関空展望ホールで旅気分を味わ
おう！
世界の飛行機を間近に見ることの

できる関空展望ホール「スカイビュ

ー」。最高の景色とグルメをお楽し

みください。

▼営業時間＝午前１０時～午後８時

（金・土・日・祝は午後１０時まで）

▼入場料＝無料

※特別企画「見果てぬ夢のヒコーキ

展」は４月１０日豸で終了となりま

す。

※詳細はについてはホームページを

ご覧ください。http://www.kansai-

airport.or.jp/

▼問合せ＝関空展望ホール薀

碚２０８２

高
齢
者
住
宅
改
造
事
業
費

補
助
金
の
改
正
に
つ
い
て

四
月
か
ら
母
子
家
庭
の
母
を
対
象
に
、

自
立
支
援
教
育
訓
練
給
付
事
業
・
高
等

技
能
訓
練
促
進
費
事
業
が
始
ま
り
ま
す
。

母
子
家
庭
の
母
が
自
主
的
に
行
う
職
業

能
力
の
開
発
を
推
進
す
る
た
め
、
就
業

相
談
を
通
じ
て
、
指
定
し
た
講
座
を
受

講
し
た
後
に
自
立
支
援
教
育
訓
練
給
付

金
・
高
等
技
能
訓
練
促
進
費
を
支
給
し

ま
す
。
受
講
に
あ
た
っ
て
は
、
養
成
機

関
で
の
就
業
開
始
前
に
事
前
相
談
が
必

要
で
す
の
で
、
希
望
さ
れ
る
方
は
事
前

に
お
問
い
合
せ
く
だ
さ
い
。
▼
問
合

せ
＝
児
童
福
祉
課
（
内
線
三
二
五
）

重
度
心
身
障
害
者
（
児
）
の
方
に
対
し
、

タ
ク
シ
ー
利
用
料
金
の
一
部
を
助
成
し

ま
す
。

▼
対
象
＝
市
内
在
住
の
一
、
二
級
身
体

障
害
者
手
帳
ま
た
は
Ａ
判
定
の
療
育
手

帳
を
所
持
し
て
い
る
方
（
施
設
入
所
者

は
除
く
）

▼
助
成
額
＝
初
乗
り
基
本
料
金
（
但
し
、

利
用
で
き
る
タ
ク
シ
ー
会
社
が
指
定
さ

れ
て
い
ま
す
）

▼
申
込
み
＝
申
請
さ
れ
る
方
は
、
身
体

障
害
者
手
帳
も
し
く
は
療
育
手
帳
、
印

鑑
を
持
参
の
上
、
市
役
所
高
齢
障
害
福

祉
課
へ

▼
問
合
せ
＝
高
齢
障
害
福
祉
課
（
内
線

二
八
八
）

四
月
一
日
よ
り
、
住
宅
改
造
事
業
費

補
助
の
対
象
者
条
件
に
よ
っ
て
限
度
額

が
変
更
に
な
り
ま
し
た
の
で
お
知
ら
せ

し
ま
す
。

▼
補
助
対
象
者
＝
泉
南
市
内
に
住
所
を

有
し
、
身
体
障
害
者
手
帳
一
・
二
級
所

持
の
方
も
し
く
は
、
体
幹
・
下
肢
機
能

障
害
三
級
所
持
の
方
が
お
ら
れ
る
世
帯

で
、
前
記
障
害
者
と
生
計
を
一
に
す
る

者
の
世
帯
全
員
の
所
得
税
額
の
合
計
額

が
十
四
万
円
を
超
え
な
い
方

※
同
一
敷
地
内
で
居
住
し
て
お
り
、
住

民
票
上
、
別
世
帯
と
な
っ
て
い
る
場
合

も
同
一
世
帯
と
み
な
し
、
税
額
を
合
算

し
ま
す
。

▽
前
記
補
助
対
象
者
の
う
ち
住
宅
改
造

を
必
要
と
さ
れ
る
方
が
、
笊
介
護
保
険

法
対
象
の
方
で
要
介
護
認
定
を
受
け
て

お
ら
れ
る
方
は
、
介
護
保
険
法
住
宅
改

修
サ
ー
ビ
ス
費
に
よ
る
二
十
万
円
と
あ

わ
せ
て
五
十
万
円
笆
六
十
五
歳
未
満
で

介
護
保
険
法
の
対
象
と
な
ら
な
い
方
は
、

一
〇
〇
万
円
　

▼
問
合
せ
＝
高
齢
障
害
福
祉
課
（
内
線

三
〇
九
）

▼
ひ
と
り
親
家
庭
医
療
費
助
成
制
度
と
は

ひ
と
り
親
家
庭
の
十
八
歳
に
達
し
た
年

度
末
日
ま
で
の
児
童
と
そ
の
児
童
の
父

又
は
母
も
し
く
は
養
育
者
の
方
が
健
康

保
険
証
を
使
っ
て
病
院
な
ど
に
か
か
っ

た
時
の
費
用
の
一
部
を
助
成
す
る
制
度

で
す
。

▼
対
象
と
な
る
方

所
得
制
限
内
で
笊
〜
笶
に
該
当
す
る
方

笊
父
母
が
婚
姻
を
解
消
し
た
児
童

笆
父
又
は
母
が
死
亡
し
た
児
童

笳
父
又
は
母
が
政
令
に
定
め
る
重
度
の

障
害
の
状
態
に
あ
る
児
童

笘
父
又
は
母
の
生
死
が
明
ら
か
で
な
い
児
童

笙
父
又
は
母
か
ら
一
年
以
上
遺
棄
さ
れ

て
い
る
児
童

10

児
童
扶
養
手
当
を
受
給

さ
れ
て
い
る
皆
様
へ

タ
ク
シ
ー
利
用
料
金
の

一
部
を
助
成
し
ま
す

重
度
障
害
者
等
住
宅

改
造
事
業
に
つ
い
て

ひ
と
り
親
家
庭
医
療
費

助
成
制
度
を
ご
存
じ
で
す
か

広告掲載枠です。

内容については、今月号の広報せんなんをご覧ください。



覧
く
だ
さ
い
。
但
し
、
大
雨
洪
水
警
報
発

令
時
等
、
気
象
状
況
に
よ
り
、
巡
回
を
中

止
す
る
場
合
が
あ
り
ま
す
。

な
お
、
本
を
借
り
ら
れ
る
方
は
、
図
書

館
の
貸
出
券
が
必
要
で
す
。
お
持
ち
で
な

い
方
は
、
住
所
の
確
認
で
き
る
も
の
（
免

許
証
、
保
険
証
、
本
人
宛
に
届
い
た
手
紙

等
）
を
ご
持
参
く
だ
さ
い
。

▼
問
合
せ
＝
図
書
館
（
薀
祗
７
７
６
６
）

現
在
、
午
後
五
時
十
五
分
ま
で
の
市
役

所
の
開
庁
時
間
を
、
四
月
一
日
か
ら
十
五

分
延
長
し
、午
後
五
時
三
十
分
と
し
ま
す
。

こ
れ
は
、
四
月
一
日
か
ら
職
員
の
勤
務
時

間
を
変
更
し
、
市
民
サ
ー
ビ
ス
の
向
上
に

努
め
る
も
の
で
す
。

な
お
、
開
庁
時
間
を
延
長
す
る
施
設
に

つ
い
て
は
、
市
役
所
本
庁
舎
、
別
館
、
水

道
部
庁
舎
、
保
健
セ
ン
タ
ー
、
人
権
ふ
れ

あ
い
セ
ン
タ
ー
で
す
。

▼
問
合
せ
＝
人
事
課
（
内
線
二
七
五
）

学
校
保
健
法
に
基
づ
き
、
小
学
校
へ
の

入
学
前
に
実
施
し
て
い
ま
す
児
童
の
就
学

時
健
康
診
断
票
に
お
き
ま
し
て
、
こ
れ
ま

で
の
所
見
欄
で
「
異
常
な
し
」
と
い
う
表

記
を
用
い
て
お
り
ま
し
た
。
こ
の
「
異
常

な
し
」
と
い
う
表
記
に
つ
い
て
は
、
人
権

的
配
慮
を
欠
く
と
と
も
に
、
ノ
ー
マ
ラ
イ

ゼ
ー
シ
ョ
ン
の
理
念
に
も
そ
ぐ
わ
な
い
表

記
で
あ
っ
た
と
判
断
し
、
健
康
診
断
票
か

ら
削
除
し
、「
所
見
な
し
」
と
す
る
こ
と

と
し
ま
し
た
。
今
後
は
こ
の
よ
う
な
こ
と

の
な
い
よ
う
十
分
に
注
意
す
る
と
と
も

に
、
一
層
人
権
に
配
慮
し
た
健
康
診
断
を

実
施
し
て
ま
い
り
ま
す
。

▼
問
合
せ
＝
学
務
課
（
内
線
二
九
三
）

▼
対
象
＝
高
等
学
校
（
府
外
可
）
及
び
府

内
の
専
修
学
校
高
等
課
程
に
在
学
す
る
生

徒
で
学
資
負
担
者
が
大
阪
府
民
　
　

▼
資
格
＝
平
成
十
六
年
度
の
住
民
税
課
税

額
標
準
額
が
国
公
立
学
校
の
場
合
は
三
六

二
万
円
、
私
立
学
校
の
場
合
は
六
三
〇
万

円
以
下
で
あ
る
こ
と
　

▼
貸
付
額
＝
在
学
す
る
学
校
の
授
業
料

（
府
の
授
業
料
減
免
、
軽
減
助
成
制
度
を

利
用
す
る
方
は
減
免
額
、
又
は
軽
減
助
成

額
を
差
し
引
い
た
金
額
）
に
十
万
円
を
加

算
し
た
額
　

※
授
業
料
減
免
・
軽
減
助
成
制
度
は
在
学

校
へ
の
申
請
が
必
要
で
す
。

▼
募
集
期
間
＝
四
月
十
五
日
〜
五
月
十
三
日

▼
返
済
期
間
＝
卒
業
後
六
ヶ
月
据
え
置

き
、
割
賦
返
還
（
月
賦
、
半
年
賦
、
年
賦
）

▼
書
類
の
請
求
・
提
出
先
＝
在
学
す
る
高

等
学
校
等
　
　

▼
問
合
せ
＝
譛
大
阪
府
育
英
会
採
用
貸
付

係
薀
０
６
・
６
３
５
７
・
６
２
７
２

泉
南
市
商
工
会
で
は
、
市
長
、
大
阪
国

税
局
徴
収
部
長
を
は
じ
め
来
賓
各
位
出
席

の
も
と
、
一
月
二
十
四
日
に
泉
南
市
、
泉

佐
野
納
貯
連
合
会
、
泉
佐
野
納
税
協
会
、

近
畿
税
理
士
会
泉
佐
野
支
部
、
泉
佐
野
税

務
署
協
賛
の
も
と
「
消
費
税
の
適
正
申
告

と
期
限
内
納
付
推
進
」
宣
言
式
を
盛
大
に

挙
行
い
た
し
ま
し
た
。

今
後
、
宣
言
の
趣
旨
を
地
域
へ
、
さ
ら

に
社
会
へ
広
げ
て
い
き
ま
す
。

笊
消
費
税
及
び
地
方
消
費
税
は
消
費
者
か

ら
の「
預
か
り
金
的
な
性
格
を
有
す
る
税
」

で
す
。

笆
平
成
十
五
年
の
税
制
改
革
で
消
費
税
法

が
改
正
さ
れ
、
免
税
点
が
三
千
万
円
か
ら

一
千
万
円
に
引
き
下
げ
ら
れ
ま
し
た
。

笳
個
人
の
方
は
平
成
十
七
年
分
か
ら
の
適

用
と
な
り
、
法
人
の
方
は
平
成
十
六
年
四

月
一
日
以
降
開
始
さ
れ
る
課
税
期
間
分
か

ら
の
適
用
と
な
り
ま
す
。

笘
課
税
事
業
者
に
な
ら
れ
る
方
は
、「
課

税
事
業
者
届
出
書
」
を
提
出
い
た
だ
き
、

日
々
の
記
帳
や
書
類
保
存
が
必
要
と
な
り

ま
す
。

笙
消
費
税
の
納
税
は
期
限
内
に
行
い
、
納

税
に
は
安
全
、
便
利
な
振
替
納
税
を
利
用

し
ま
し
ょ
う
。

▼
問
合
せ
＝
泉
南
市
商
工
会
蕕
祟
６
３
６

５
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　 　 　 　 　 珈 玳
珎 笘 笙 珥 珮 珞 璢
琅 筺 笄 珸 琲 琺 瑕
琿 筥 筴 瑁 瑜 瑩 瑰
瑣 箝 箘 瑾 璋 璞 璧
珈 笆 笳 玻 珀 珥 珮  

4月1日～5月7日・薀祚２６２７ 
□‥‥開館日 
●‥‥休館日 
※受付時間 
（午前9:15～午後7:00） 
※利用料金 
▽大　人　＝　500円 
▽高校生　＝　300円 
▽小・中学生＝200円 
▽高齢者　＝　250円 

　　　　　珈玳
珎縟笙珥珮珞璢
琅縵笄珸琲琺瑕
琿繝筴瑁瑜瑩瑰
瑣繩箘瑾璋璞箚
珈縒珎玻珀笞笵  

　 　　　　珈玳
珎縟笙珥珮珞璢
琅縵笄珸琲琺瑕
琿繝筴瑁瑜瑩瑰
瑣繩箘瑾璋箜箚
笊笆笳笘笙珥珮  

※体育館をご利用いただく場合は、 
　必ず、上ぐつをご持参ください 

4月1日～5月7日・薀祗１０００ 

　”健康＆体力づくり”の第一歩は、 
　　　　”温水プール”からはじめましょう！ 

※開館時間は、午前9時～午後10時 
　（早く閉館する場合があります） 

4月1日～5月7日・薀祟４３６１ 

市
役
所
な
ど
の
開
庁
時
間

を
変
更
し
ま
す

消
費
税
の
適
正
申
告
と
期
限
内

納
付
推
進
が
宣
言
さ
れ
ま
し
た

育
英
会
在
学
奨
学
生
制
度

に
つ
い
て

就
学
時
健
康
診
断
票
の

表
記
変
更
に
つ
い
て

緊
急
通
報
装
置
設
置
要
綱
の
一
部
が
変

更
に
な
り
ま
す
の
で
お
知
ら
せ
い
た
し
ま
す
。

※
な
お
利
用
者
の
負
担
額
は
、
所
得
税
に

よ
り
負
担
が
あ
り
ま
す
。

▼
変
更
箇
所

愛
の
一
声
運
動
（
乳
酸
菌
飲
料
無
料
配
布
）

を
利
用
さ
れ
て
い
な
い
方
で
あ
る
こ
と

▼
問
合
せ
＝
高
齢
障
害
福
祉
課
（
内
線
三

〇
四
）

せ
ん
な
ん
子
育
て
マ
ッ
プ
と
同
時
配
布

し
ま
し
た
子
育
て
サ
ー
ク
ル
情
報
に
つ
い

て
、
平
成
十
七
年
度
も
掲
載
内
容
の
更
新

を
行
い
た
い
と
考
え
て
い
ま
す
の
で
、
サ

ー
ク
ル
情
報
へ
の
掲
載
を
お
考
え
の
サ
ー

ク
ル
の
方
は
一
度
お
問
い
合
せ
く
だ
さ

い
。
配
布
は
、
保
健
セ
ン
タ
ー
で
の
一
歳

六
ヶ
月
健
診
時
に
は
全
員
に
、
ま
た
各
公

共
機
関
で
は
希
望
者
に
配
布
を
行
っ
て
い

ま
す
。

▼
問
合
せ
＝
子
育
て
支
援
セ
ン
タ
ー
ひ
だ

ま
り
薀
祚
３
３
７
１
／
メ
ー
ル：

tarui-k

@
city.sennan.osaka.jp

（
樽
井
公
民
館
）

古
代
史
博
物
館
は
、
四
月
一
日
か
ら
月

曜
か
ら
金
曜
日
ま
で
を
開
館
し
、
土
・
日

曜
日
を
閉
館
す
る
こ
と
と
な
り
ま
し
た
。

た
だ
し
当
面
の
間
、
毎
月
第
二
・
四
土
曜

日
は
臨
時
開
館
い
た
し
ま
す
。
ご
来
館
の

皆
様
に
は
ご
不
便
を
お
か
け
す
る
こ
と
に

な
り
ま
す
が
、
ご
理
解
と
ご
協
力
を
お
願

い
し
ま
す
。

▼
問
合
せ
＝
生
涯
学
習
課（
内
線
二
四
八
）

最
近
、
市
内
に
お
い
て
宅
内
給
水
管
の

汚
れ
を
無
料
点
検
す
る
等
の
趣
旨
で
、
ご

家
庭
を
業
者
が
訪
問
す
る
と
い
う
ケ
ー
ス

が
多
数
発
生
し
て
い
ま
す
。

宅
内
給
水
管
の
清
掃
は
法
律
で
義
務
づ

け
ら
れ
て
い
ま
せ
ん
し
、
そ
の
よ
う
な
業

者
と
泉
南
市
水
道
部
と
は
一
切
関
係
が
あ

り
ま
せ
ん
の
で
お
知
ら
せ
し
ま
す
。

▼
問
合
せ
＝
水
道
部
工
務
課
（
薀
祗
６
５

５
１
）

り
ん
く
う
南
浜
二
号
緑
地
テ
ニ
ス
コ
ー

ト
の
申
し
込
み
受
付
場
所
が
、
四
月
一
日

か
ら
施
設
管
理
課
（
別
館
二
階
）
か
ら
市

民
体
育
館
に
変
更
と
な
り
ま
し
た
。
使
用

時
間
、
使
用
料
金
、
休
日
に
つ
い
て
は
、

変
更
あ
り
ま
せ
ん
。
ま
た
、
申
し
込
み
に

つ
い
て
は
、
当
日
利
用
予
約
が
可
能
と
な

り
ま
し
た
。

▼
受
付
時
間
＝
午
前
九
時
〜
午
後
五
時

（
毎
週
月
・
火
曜
日
及
び
祝
日
の
翌
日
は
、

体
育
館
は
休
館
と
な
り
ま
す
）

▼
問
合
せ
＝
施
設
管
理
課（
内
線
五
八
二
）

▼
期
間
＝
四
月
六
日
貉
〜
四
月
十
五
日
貊

ま
で
の
十
日
間

▼
全
国
重
点
＝
笊
子
ど
も
と
高
齢
者
の
交

通
事
故
防
止
笆
二
輪
車
の
安
全
利
用
の
推

進
笳
シ
ー
ト
ベ
ル
ト
と
チ
ャ
イ
ル
ド
シ
ー

ト
の
正
し
い
着
用
の
徹
底
笘
め
い
わ
く
駐

車
・
放
置
自
転
車
の
追
放

▼
問
合
せ
＝
環
境
整
備
課（
内
線
三
四
八
）

移
動
図
書
館
・
か
し
の
き
号
は
、
お
と

な
の
本
と
子
ど
も
の
本（
約
二
六
〇
〇
冊
）

を
積
ん
で
、
市
内
十
二
カ
所
の
ス
テ
ー
シ

ョ
ン
を
月
に
二
回
ず
つ
巡
回
し
て
い
ま

す
。
か
し
の
き

号
で
は
、
お
一

人
に
つ
き
八
冊

ま
で
本
を
借
り

て
い
た
だ
く
こ

と
が
で
き
ま

す
。
巡
回
場
所
、

日
時
は
下
記
巡

回
日
程
表
を
ご
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鳴滝第２小学校 

楠台１号公園 

サンハイツ和泉砂川 

ファミール南大阪 

★浜老人集会場  

砂川老人集会場 

青少年センター 

一丘団地 

ルナりんくう 

八幡山自治会館 

★関空マーブルコースト 

西信達公民館 

2:00～ 
2:45

2:00～ 
2:45

2:00～ 
2:45

3:15～ 
4:00

3:15～ 
4:00

3:00～ 
4:00

2:00～ 
2:30

2:00～ 
2:45

2:00～ 
2:45

3:00～ 
4:00

3:00～ 
3:45

3:00～ 
4:00

4月1日～5月7日・薀祗７７６６ 

贓 

贓 

賍 

賍 

贔 

贔 

贓 

贓 

賍 

賍 

贔 

贔 

⑥  
⑥  
⑦  
⑦  
①  
①  

⑳  
⑳  
澡  
澡  
澎  
澎  

⑬  
⑬  
潘  
潘  
潯  
潯  

濕  
濕  
濬  
濬  
澤  
澤  

⑪  
⑪  
⑫  
⑫  
⑬  
⑬  

澪  
澪  
濟  
濟  
濕  
濕  

4月 

笵  
笵  
笵  
笵  
⑥  
⑥  

⑱  
⑱  
⑲  
⑲  
⑳  
⑳  

5月 5月 4月 

 
  
  
  
  
  

  
  
  
  
  
  

　　　　　珈玳
珎笘珀珥珮珞璢
琅筺琥珸琲琺瑕
琿筥瑙瑁瑜瑩瑰
瑣箝瑶瑾璋箜箚
珈笆笳笘笙珥珮  

か
し
の
き
号
か
ら
の

お
知
ら
せ

緊
急
通
報
装
置
設
置
要
綱
の

一
部
改
正
に
つ
い
て

せ
ん
な
ん
子
育
て
マ
ッ
プ

へ
の
情
報
提
供
の
お
願
い

古
代
史
博
物
館
の
開
館
日

が
変
わ
り
ま
す

宅
内
給
水
管
の
清
掃

に
つ
い
て
お
知
ら
せ
し
ま
す

平
成
十
七
年
度
春
の

全
国
交
通
安
全
運
動

り
ん
く
う
南
浜
二
号
緑
地
テ
ニ
ス

コ
ー
ト
受
付
業
務
変
更
に
つ
い
て

★は４月から週まわりや時間が変更になります。

●は土曜日の巡回で一部時間も変更になります。ご注意ください



15

都市計画税は、街路、公園、下水道

の整備などの都市計画事業に必要な

費用に使われることを目的とした地

方税です。平成十五年度では、街路、

下水道の整備と都市計画事業のため

に借り入れた地方債の償還にあてら

れました。

▼問合せ＝課税課（内線２３９）

別
・
学
歴
別
平
均
給
料
月
額
の
状
況
の

表
中
の
高
校
卒
技
能
労
務
職
の
記
載
欄

の
金
額
に
誤
り
が
あ
り
ま
し
た
の
で
、

お
詫
び
と
訂
正
を
い
た
し
ま
す
。

▼
七
年
以
上
十
年
未
満
の
欄

二
四
九
、
八
〇
〇
円
を
二
六
一
、
〇
〇

〇
円
に
訂
正

▼
十
年
以
上
十
五
年
未
満
の
欄

二
九
六
、
七
〇
〇
円
を
二
六
七
、
八
〇

〇
円
に
訂
正

▼
問
合
せ
＝
人
事
課
（
内
線
二
〇
七
）

近
年
、
情
報
化
の
進
展
に
伴
い
、
大

量
の
個
人
情
報
を
電
子
処
理
す
る
こ
と

が
多
く
行
わ
れ
て
い
ま
す
。
同
時
に
個

人
情
報
の
流
出
等
の
事
故
や
悪
用
例
も

増
え
て
い
ま
す
。

こ
の
よ
う
な
中
、
個
人
情
報
の
有
用

性
に
配
慮
し
な
が
ら
、
個
人
の
権
利
保

護
を
目
的
に
「
個
人
情
報
の
保
護
に
関

す
る
法
律
」
が
四
月
か
ら
全
面
施
行
さ

れ
ま
す
。

こ
の
法
律
で
は
、
特
に
五
千
人
以
上

の
個
人
デ
ー
タ
を
保
持
し
取
り
扱
う
事

業
者
の
場
合
、「
個
人
情
報
取
扱
事
業
者
」

と
な
り
、
こ
の
法
律
に
よ
り
各
種
規
定

が
適
用
さ
れ
、
そ
の
責
務
が
明
確
に
定

め
ら
れ
て
い
ま
す
。

笊
個
人
情
報
を
集
め
る
場
合
、
あ
ら
か

じ
め
そ
の
利
用
目
的
を
明
ら
か
に
し
て

お
か
ね
ば
な
り
ま
せ
ん
。

笆
目
的
外
に
利
用
す
る
場
合
、
本
人
の

同
意
が
必
要
で
す
。

笳
収
集
し
た
個
人
情
報
を
常
に
正
確
で

最
新
の
状
態
に
保
た
な
け
れ
ば
な
り
ま

せ
ん
。

笘
情
報
保
護
の
た
め
に
は
事
業
者
の
従

業
員
だ
け
で
な
く
、
委
託
業
者
も
監
督

す
る
必
要
が
あ
り
ま
す
。

笙
本
人
同
意
が
な
い
場
合
、
第
三
者
へ

の
開
示
は
許
さ
れ
ま
せ
ん
。

笞
本
人
か
ら
の
求
め
に
よ
り
、
所
持
し

て
い
る
情
報
の
開
示
、
訂
正
、
利
用
を

停
止
す
る
必
要
が
あ
り
ま
す
。

笵
個
人
情
報
保
護
に
関
す
る
苦
情
へ
の

対
応
も
義
務
づ
け
ら
れ
て
い
ま
す
。

笨
法
律
に
定
め
ら
れ
た
内
容
に
違
反
す

る
場
合
、
罰
則
が
設
け
ら
れ
て
い
ま
す
。

※
詳
し
く
は
内
閣
府
国
民
生
活
局
企
画

課
個
人
情
報
保
護
推
進
室
の
ホ
ー
ム
ペ

ー
ジ
を
ご
覧
く
だ
さ
い
。

ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
ア
ド
レ
ス：

h
ttp
://w

w
w
5.cao.go.jp/seikatsu/kojin/

今
後
市
で
は
、
同
法
律
と
市
の
個
人

情
報
保
護
条
例
に
よ
り
、
事
務
事
業
を

進
め
る
際
に
は
個
人
情
報
を
適
正
に
管

理
し
ま
す
。

ま
た
個
人
情
報
保
護
に
関
す
る
苦
情

窓
口
も
設
置
し
ま
す
の
で
ご
利
用
く
だ

さ
い
。

▼
苦
情
窓
口
＝
▽
泉
南
市
消
費
生
活
セ

ン
タ
ー
（
内
線
三
一
九
）

▽
情
報
管
理
課
（
内
線
三
二
八
）

▼
問
合
せ
＝
情
報
管
理
課
（
内
線
三
二

八
）

四
月
一
日
か
ら
個
人
情
報

保
護
法
が
施
行
さ
れ
ま
す

14

平素は、学校教育の推進にご理解、ご協力をいただきあ

りがとうございます。

泉南市教育委員会では、昨年度より「地域ぐるみで、子

どもを守るネットワークづくり」をスローガンに「子ども

安全パトロール員」「あんしんネット」「子ども安全パトロ

ール隊」等の施策を実施し、１月より、毎月８日を「泉南

市子ども安全の日」と制定し、泉南市全体で「安全なまち

泉南市」の推進を図ってまいりました。その結果、小中学

生の不審者被害が７０％減少、交通事故が８０％減少と大

きな成果をあげております。

今年度も更に、市内幼小中学校における教育を子ども・

保護者・社会のニーズに応えうるものにするために、校長

のリーダーシップとマネージメントによる学校の活性化及

び幼児・児童・生徒が安心して学べる学校の安全管理の確

立を視野に入れながら、基礎・基本の確実な定着や自ら学

び自ら考える力などの「確かな学力」の育成を図るととも

に、豊かな心の育成、健康・体力づくりを目指した様々な

取り組みを展開することとしています。その中のいくつか

の新しい施策や事業を紹介します。

笊子ども安全パトロール隊

笆子ども安全パトロール員活動の推進

笳「泉南市子ども安全大会」の開催　（６月８日）

笊中学校にスクールカウンセラー全校配置

笆市の教育相談室に専門のカウンセラーを配置

笳小学校にスクールソーシャルワーカーの派遣

教員志望者の学生等を活用して、つまづきの解消や学習

意欲の向上を図ります。

▼問合せ＝指導課（内線２７７）

四
月
二
十
九
日
貊
の
休
日
に
伴
い
、
可

燃
ご
み
収
集
日
を
一
部
変
更
し
ま
す
。

※
休
日
の
あ
る
月
は
、
可
燃
ご
み
の
収
集

日
を
振
り
替
え
て
行
い
ま
す
。
収
集
日
程

カ
レ
ン
ダ
ー
を
確
認
し
、
収
集
日
当
日
の

午
前
八
時
半
ま
で
に
決
め
ら
れ
た
集
積
場

所
に
、
分
別
し
て
か
ら
出
す
よ
う
に
し
て

く
だ
さ
い
。
市
民
の
皆
様
の
ご
協
力
を
お

願
い
し
ま
す
。

▼
問
合
せ
＝
清
掃
課
（
薀
祟
５
８
７
５
）

四
月
一
日
よ
り
収
集
時
間
を
三
十
分
早

め
、
八
時
半
よ
り
ご
み
収
集
を
行
い
ま
す
。

そ
れ
に
伴
い
、
清
掃
課
の
業
務
時
間
を
午

前
八
時
半
〜
午
後
五
時
ま
で
と
し
ま
す
の

で
、
市
民
の
皆
様
の
ご
理
解
と
ご
協
力
を

よ
ろ
し
く
お
願
い
し
ま
す
。

▼
問
合
せ
＝
清
掃
課
薀
祟
５
８
７
５

平
成
十
七
年
度
用
ご
み
収
集
カ
レ
ン
ダ
ー

内
の
地
図
上
に
お
い
て
、
一
部
収
集
地
域

が
間
違
っ
て
い
ま
し
た
の
で
、
お
詫
び
と

訂
正
い
た
し
ま
す
。

収
集
日
程
カ
レ
ン
ダ
ー
記
載
の
地
図

は
、
場
所
の
参
考
と
し
て
い
ま
す
の
で
、

名
称
等
の
間
違
い
に
つ
い
て
は
ご
容
赦
く

だ
さ
い
。

ペ
ッ
ト
ボ
ト
ル
・
そ
の
他
プ
ラ
ス
チ
ッ

ク
容
器
包
装
の
収
集
は
、
最
初
に
収
集
し

ま
す
の
で
、
必
ず
八
時
半
ま
で
に
出
し
て

く
だ
さ
い
。

尚
、
収
集
日
は
大
幅
に
変
更
さ
れ
て
お

り
ま
す
の
で
、
必
ず
収
集
日
程
カ
レ
ン
ダ

ー
を
ご
参
照
く
だ
さ
い
。

可
燃
ご
み
収
集
地
区
は
、
別
紙
「
ご
み

の
分
別
と
正
し
い
出
し
方
」
に
掲
載
し
て

い
ま
す
。

「
収
集
日
程
カ
レ
ン
ダ
ー
」
と
「
ご
み

の
分
別
と
正
し
い
出
し
方
」
は
、
一
年
間

継
続
利
用
し
ま
す
の
で
、
大
切
に
保
管
し

て
く
だ
さ
い
。

▼
問
合
せ
＝
清
掃
課
薀
祟
５
８
７
５

広
報
せ
ん
な
ん
一
月
号
二
十
一
ペ
ー
ジ

の
記
事
中
の
（
５
）
職
員
の
経
験
年
数

ご
み
収
集
日
の
お
知
ら
せ

お
詫
び
と
訂
正

お
詫
び
と
訂
正

ご
み
収
集
時
間
及
び
清
掃
課

業
務
時
間
変
更
に
つ
い
て

平成１５年度

街路・下水道整備

及び地方債償還額

総　額

27億4，500万円

蜻
子
ど
も
安
全
パ

ト
ロ
ー
ル
員
活
動

蜷
新
家
小
学
校
の

防
犯
教
室
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加入・脱退の届出は１４日以内に！！
退職や収入超過などにより健康保険の扶養家族からはずれ

た事により会社の保険が資格喪失した場合は、被用者保険の

継続手続き（任意継続）を行うか、国民健康保険への加入が

必要です。国民健康保険の届出は、健康保険資格喪失証明書

と印鑑を持参の上、喪失日より１４日以内に手続きください。

手続きが遅れると、保険税は事実発生日まで遡って（最高３

年間）納めることになりますが、その間の医療費は全額自己

負担になります。会社などへ就職し社会保険に加入した場合

は、その新しい被保険者証と国民健康被保険者証及び印鑑を

持参し、届出ください。適正な届出を行い、二重加入や無保

険状態が無いようにご注意ください。

任意継続制度について
会社などを退職すると自動的に健康保険の被保険者の資格

を失います。ただし、被保険者期間が２か月以上あった場合

は、個人で最長２年間被保険者になることができます。これ

を健康保険の任意継続被保険者といいます。任意継続の手続

きは、資格喪失日から20日以内に手続きをしてください。政

府管掌保険の場合は貝塚社会保険事務所で、組合保険の場合

は各健康保険組合にお問い合わせください。保険料は会社の

負担分も含めた額（限度額有り）です。「国民健康保険」と

「任意継続」のどちらが有利なのかをよく検討してください。

退職者医療制度について
長い間会社などに勤めていて退職し、年金を受けるように

なった人とその扶養家族は、老人保健制度の適用を受けるま

で「退職者医療制度」で診療を受けることになります。この

制度で医療を受ける人の医療費は、本人の自己負担分以外は、

保険税と職場の健康保険などが出しあう拠出金によってまか

なわれます。もし対象となる人が手続きをしないで、一般の

国保のままで医療を受けると、本来拠出金から支払われるべ

き医療費も国保の負担となってしまいます。国保の適正運営

のためにも、対象となる人は必ず届出をお願いします。

▼退職者医療制度に加入できる人

国民健康保険に加入している人で

笊厚生年金や共済組合の老齢（退職）年金を受けていて、そ

の加入期間が２０年以上、または、４０歳以降の加入期間が

１０年以上あること

笆老人保険制度の適用を受けていないこと

▽届出に必要なもの

笊年金証書（裁定通知）

笆保険証

笳印鑑

▼問合せ＝国保年金課 （内線２９１・３８０）

国民年金の学生納付特例制度をご存知ですか
学生の皆さんのために学生納付特例制度が設けられていま

す。４月（または申請月の前月）から翌年の３月までです。

４月から制度の適用を受けたい方は、５月末までに申請して

ください。申請は毎年必要です。

▼対象＝国民年金保険料を納めるのが困難な学生（大学、大

学院、短大、高等専門学校、専修学校等に在学する方　夜間、

定時制、通信制を含む）

▼注意＝▽学生本人に一定以上の所得がある時は認められな

い場合があります。▽当該期間は年金受給期間に算入されま

すが、年金額には反映しません。▽１０年以内に追納ができ

ます。

国民年金の若年者納付猶予制度が始まります
４月から３０歳未満の若年者について、本人と配偶者の所

得が一定以下の場合保険料の納付が猶予される制度が始まり

ます。

▼対象＝国民年金保険料を納めるのが困難な３０歳未満の第

１号被保険者

▼注意＝▽本人及び配偶者に一定以上の所得がある時は認め

られない場合があります。▽当該期間は年金受給期間に算入

されますが、年金額には反映しません。▽１０年以内に追納

ができます。▽３０歳に到達する月の前月までを承認するこ

とになります。

特別障害給付金制度が４月から始まります
▼制度の趣旨＝国民年金の任意加入期間に加入しなかったこ

とにより障害基礎年金等を受給していない障害者の方につい

て、福祉的措置として「特別障害給付金制度」が創設されま

した。

▼対象者＝▽平成３年３月以前に国民年金任意加入対象者で

あった学生。▽昭和６１年３月以前に国民年金任意加入対象

であった被用者（厚生年金、共済年金等の加入者）の配偶者。

その者が、国民年金に任意加入していなかった期間に初診日

があり、現在、障害基礎年金１、２級の障害に該当する方。

ただし、６５歳に達する日の前日までに当該障害状態に該当

された方に限られます。

▼請求の開始日＝▽４月１日からです。原則として、６５歳

に達する日の前日までに請求することとなっていますが、経

過措置として、施行日（平成１７年４月１日）に６５歳を超

えている方は平成２２年３月３１日まで申請することができ

ます。

▼注意すること＝▽給付金の支給は、請求月の翌月分から支

給されます。（４月に請求された場合５月分から支給されます）

請求が遅れた場合、遡って支給できませんので、５月分から

受け取るためには、４月中に請求を行ってください。▽給付

金の支給を受けた方は、申請により国民年金保険料の免除を

受けることができます。

▼問合せ＝国保年金課（内線２５５）

国民健康保険への加入（取得）・脱退（喪失）の届出　

16

市民の皆さんに行政情報を積極的に提供するため、市職

員を講師として派遣します。

▼対象＝市民が中心となって、泉南市の発展のため自主的

活動を実施、または実施しようとしている団体やグループ。

なお講座には十人以上の出席者が見込まれる場合とします

▼内容＝「講座メニュー一覧表」から選択してください。

ただし、行政全般に関わる事柄で秘書課と協議、選定した

内容であればこの範囲としません

▼開催日時＝祝祭日、年末年始を除くすべての日。時間は

午前９時～午後９時までの中で、２時間以内とします

▼開催場所＝泉南市内に限ります

▼費用＝市職員の講師は無料とします

▼その他＝開催場所の使用手続き、その他の準備は申込者

の責任において行ってください

▼申込み＝講座への派遣講師を希望する団体・グループの

代表者は、事前に秘書課に申込書を提出し、テーマや日程

を決定してください

▼問合せ＝秘書課（内線３０２）
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直通　薀 祀２８５５

§こころのステップアップ講座§
日々の忙しさにまぎれて、ふと気がつくと自分に自

信がなくなっていることはありませんか？じっくり

と、自分をみつめなおし、ひとりの女性として自信を

回復し、自分も相手も大切にするコミュニケーション

について学ぶ講座です。

▼とき・テーマ・講師＝下表のとおり

※時間はいずれも午前１０時～正午で、全５回のワー

クショップと講義形式で行います。

▼ところ＝あいぴあ泉南３階研修室

▼対象＝女性のみ　３０人（多数の場合は抽選）

▼参加費＝無料

▼一時保育＝定員は１０人（多数の場合は抽選）。

１歳以上就学前のこどもが対象です。一時保育を希望

される方は、初回のみ子ども一人につき保険代として

５００円が必要です。

▼手話通訳＝あります（事前予約が必要）

▼申込み＝４月６日貉～４月２６日貂までに、電話、

ＦＡＸ、ハガキ、Ｅメールで住所、氏名、電話番号、

手話通訳及び一時保育の要否、一時保育を希望される

場合は子どもの名前（ふりがな）、生年月日を明記の

上、〒５９０－０５９２（住所不要）人権推進課（薀

祀２８５５／蕭祗００７５／E-mail：jinken@city.

sennan.lg.jp）まで

▼その他＝基本的に連続して受講してください

▼問合せ＝人権推進課（内線２７０）

§女性のための電話相談§
「女性のための電話相談」は、女性が日々直面し

ている様々な問題について、女性の視点から相談者

の自立と主体的な生き方をめざし、電話での相談者

の心の声に耳を傾け、必要な援助と問題解決のため

のサポートを目的に実施します。

女性は、人間関係において、調整役として扱われ、

自分の思いや、悩みを心の中に押し込めてしまいが

ちです。話すことで気持ちが少し楽になったり、問

題が整理されるかもしれません。「はじめての子育て

で、不安。」「最近、夫と話す機会がない。」「離婚し

たいが、経済的に不安。」「近所の人とうまくいかな

い。」「おじいちゃんが最近病気ばかりで看病が大変。」

ｅｔｃ．どんな内容でもかまいません。ぜひ、お電

話ください。（ナンバーディスプレイは、使用していません。）

▼とき＝毎月第２、３、４、木曜日　午前１０時～

正午　午後１時～３時（祝日を除く）

▼相談実施日＝右表のとおり

▼相談員＝女性相談員

▼相談専用電話番号＝薀祗０５９０

▼問合せ＝人権推進課（内線２７０）

女性のための電話相談日程表

５月１０日貂 

５月１７日貂 

５月２４日貂 

５月３１日貂 

６ 月７日貂  

わたしから始めよう 
～自分を見つめる～ 
ありのままの自分を大切に 
～自尊感情について～ 
あなたを縛る思い込みって何だろう 
～フレームをはずそう～ 
感情に向き合おう 
～様々な感情を知る～ 
Ｉ（わたし）メッセージで伝えよう 
～自他尊重の自己表現～ 

ＮＰＯ　ＦＣ学会フェミニストカウンセリング堺 

ＮＰＯ　ＦＣ学会フェミニストカウンセリング堺 

ＮＰＯ　ＦＣ学会フェミニストカウンセリング堺 

ＮＰＯ　ＦＣ学会フェミニストカウンセリング堺 

ＮＰＯ　ＦＣ学会フェミニストカウンセリング堺 

日
本
国
憲
法
の
理
念
の
一
つ
で
あ
る
基

本
的
人
権
の
尊
重
に
つ
い
て
あ
ら
た
め
て

考
え
、
女
性
と
男
性
が
と
も
に
人
権
を
尊

重
し
つ
つ
責
任
も
分
か
ち
合
い
性
別
に
か

か
わ
り
な
く
、
個
性
と
能
力
を
十
分
に
発

揮
す
る
こ
と
が
で
き
る
社
会
づ
く
り
の
た

め
に
、
憲
法
週
間
＆
男
女
共
同
参
画
週
間

「
市
民
の
集
い
」
を
開
催
し
ま
す
。

今
回
は
作
家
の
中
山
千
夏
さ
ん
を
お
招

き
し
、「
一
人
ひ
と
り
が
い
き
い
き
輝
い

て
生
き
る
た
め
に
」
と
い
う
テ
ー
マ
で
講

演
を
し
て
い
た
だ
き
ま
す
。
こ
れ
ま
で
子

役
か
ら
俳
優
・
タ
レ
ン
ト
・
参
議
院
議

員
・
作
家
と
幅
広
く
活
躍
さ
れ
て
き
た
中

山
さ
ん
の
お
話
を
お
聞
き
し
、
私
た
ち
一

人
ひ
と
り
が
自
分
ら
し
く
生
き
る
た
め
に

ど
の
よ
う
な
こ
と
が
で
き
る
の
か
、
と
も

に
考
え
て
み
ま
せ
ん
か
。

▼
と
き
＝
五
月
二
十
八
日
貍
午
後
一
時

半
開
場
、
二
時
開
演

▼
と
こ
ろ
＝
あ
い
ぴ
あ
泉
南
大
会
議
室

▼
テ
ー
マ
・
内
容
＝
講
演
「
一
人
ひ
と

り
が
い
き
い
き
輝
い
て
生
き
る
た
め
に
」

▼
講
師
＝
中
山
千
夏
さ
ん
（
作
家
）

▼
入
場
料
＝
無
料

▼
申
し
込
み
＝
事
前
申
し
込
み
は
不
要

▼
そ
の
他
＝
手
話
通
訳
あ
り
、
一
時
保

育
あ
り
。
一
時
保
育
希
望
者
は
五
月
二
十

日
貊
ま
で
に
、
電
話
、
Ｆ
Ａ
Ｘ
、
Ｅ
メ
ー

ル
で
人
権
推
進
課
へ
。（
薀
祀
２
８
５
５
、

蕭
祗
０
０
７
５
、E

-m
ail：

jin
k
en
@

city
.sen
n
an
.lg
.jp

）
一
時
保
育
は
一
歳

以
上
就
学
前
の
子
ど
も
で
定
員
は
十
二

名
。

▼
問
合
せ
＝
人
権
推
進
課
（
内
線
二
七
〇
）

市
民
の
身
近
な
相
談
相
手
と
し
て
、

人
権
擁
護
委
員
が
相
談
を
受
け
付
け
ま

す
。

▼
と
き
＝
五
月
九
日
豺
・
十
日
貂

▼
と
こ
ろ
＝
人
権
推
進
部
（
相
談
室
）

▼
費
用
＝
無
料

▼
そ
の
他
＝
秘
密
は
厳
守
さ
れ
ま
す

▼
問
合
せ
＝
人
権
推
進
課
（
内
線
二
七
〇
）

基
本
的
人
権
の
尊
重
は
日
本
国
憲
法
の

柱
で
あ
り
、民
主
主
義
社
会
の
基
本
で
す
。

こ
の
基
本
的
人
権
の
尊
重
が
社
会
生
活
に

お
い
て
実
現
さ
れ
る
よ
う
に
法
務
大
臣
か

ら
委
嘱
さ
れ
た
人
権
擁
護
委
員
は
様
々
な

活
動
を
行
っ
て
お
り
、
そ
の
一
環
と
し
て

左
記
人
権
相
談
所
を
開
設
し
ま
す
。
お
気

軽
に
ご
相
談
く
だ
さ
い
。

▼
と
き
＝
六
月
一
日
貉
午
前
十
時
〜
午

後
五
時

▼
と
こ
ろ
＝
人
権
推
進
部
　
相
談
室

▼
内
容
＝
い
じ
め
・
虐
待
・
Ｄ
Ｖ
・
セ

ク
ハ
ラ
・
差
別
・
近
隣
問
題
等

▼
そ
の
他
＝
相
談
料
は
無
料
で
秘
密
は

厳
守
さ
れ
ま
す
。

▼
問
合
せ
＝
人
権
推
進
課
（
内
線
二
七
〇
）

一
人
の
女
性
と

し
て
、
社
会
に
対

す
る
疑
問
を
自
然

体
で
語
る
。
一
九

四
八
年
七
月
十
三

日
熊
本
県
生
ま

れ
。一
九
五
五
年
、

子
ど
も
の
演
劇
ス

ク
ー
ル
「
劇
団
と

も
だ
ち
劇
場
」
に

第
一
期
生
と
し
て
入
団
、
十
一
歳
の
頃
劇

作
家
菊
田
一
夫
さ
ん
に
見
出
さ
れ
上
京
。

芸
術
座
「
が
め
つ
い
奴
」
に
出
演
し
、
天

才
子
役
と
し
て
注
目
を
集
め
る
。
以
後
、

俳
優
、
歌
手
タ
レ
ン
ト
と
し
て
幅
広
く
活

躍
。
一
九
七
〇
年
か
ら
は
作
家
と
し
て
活

動
を
は
じ
め
、「
子
役
の
時
間
」「
羽
音

（
は
お
と
）」
な
ど
で
連
続
三
回
直
木
賞
候

補
に
な
る
。
一
九
八
〇
年
に
は
参
議
院
選

全
国
区
に
出
馬
し
当
選
、
法
務
委
員
会
に

所
属
す
る
。
現
在
は
著
作
活
動
に
専
念
し

て
い
る
。

著
書：

「
へ
ん
な
の
」「
と
な
り
の
イ
カ

ン
」
な
ど
の
絵
本
、「
か
ら
だ
ノ
ー
ト
」

「
姫
た
ち
の
伝
説
」「
カ
ネ
を
乗
り
こ
え
る
」

等
。
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憲
法
週
間
特
設
人
権
相
談

六
月
一
日
は
人
権
擁
護
委
員
の
日
で
す

中
山
千
夏
さ
ん
の
プ
ロ
フ
ィ
ー
ル



※行事実施日に大雨洪水・暴風警報が発令された場合、中止することがありますのでご了承ください。 

（２００5.4 ） 
健診／予防接種名 日　時 対　象 内　容／その他 

成
人
保
健 

母
　
子
　
保
　
健 

予
防
接
種 

そ
の
他 

基本健康診査 
大腸がん検診 

子宮がん検診 

健康相談 
栄養相談 

乳児後期健診 

　３種混合予防接種 
　（ジフテリア、破傷風　 
　　　百日せき）　 

ポリオの予防接種 

精神保健福祉相談 

Ｂ型・Ｃ型肝炎抗体検査 
献　血 

大阪府小児救急 
電話相談事業  

離乳食講習会 

４か月児健康診査／ＢＣＧ予防接種 

１歳６か月児健康診査 
３歳６か月児健康診査 
２歳６か月児歯科健康診査 

地域リハビリ教室 

毎月第１～４金曜日 
午後１時～２時半 

随時受付しています。 
市内の各産婦人科医 
療機関へ直接申し込 
んでください 

ご自分の健康に関して疑問や不安がありましたら、いつでもお気軽に 
ご相談ください。但し、医師への相談は電話での予約が必要です。 

▼西森医院・婦人科（金曜夜診のみ）信達牧野361－10／薀83－2357 
▼福本医院・婦人科　信達牧野378／薀83－2505 
▼宮城医院・婦人科　信達市場31－311／薀82－7018 
▼新泉南病院・婦人科（金曜・土曜午前中のみ）りんくう南浜3－7／薀80－5618 
※40歳以上の方は基本健康診査、大腸がん検診とセットで受診ください※費用は600円 

血圧測定、検尿、診察、血液検査（肝機能、血清脂質、腎機能、貧血、 
糖尿病検査）等。必要な方には心電図、眼底検査を実施。便潜血検査 
２日法。※できるだけセットで受診してください。携行品は健康手帳。 
▼費用＝基本健康診査は無料。大腸がん検診は200円。 

▼40歳以上の市民 
平成16年4月1日～ 
11月30日の間に、 
1回受診できます 
▼30歳以上の市民 
平成16年4月1日～ 
11月30日の間に、 
１回受診できます 

４月６日貉 平成16年11月生 
５月11日貉 平成16年12月生 

身体計測、内科診察、個別指導、ブックスタート、ＢＣＧ予防接種 
（希望者）。対象の方には個別通知（時間指定）します。 

４月27日貉 
午後12時半～２時 平成15年９月生 

身体計測、内科診察、歯科診察（カリオスタット検査）、 
個別相談など。対象の人には個別通知（時間指定）します。 

４月13日貉 
午後12時半～１時05分 平成13年９月生 

４月28日貅 
午後１時15分～45分 平成14年９月生 

歯みがき教室 ４月28日貅 
午後１時～１時20分 

平成14年８月生 
平成15年８月生 

４月11日豺、25日豺 
午後１時半～２時半 

第１期（３種混合）は、生後６か月～７歳６か月（できるだけ生後 
３歳まで）の間に計４回。▼初回接種＝生後６か月に達したら約４ 
週間隔で３回。▼追加接種＝初回接種の３回終了後１年～１年半の 
間に１回。第２期（ジフテリア、破傷風）は、11歳以上13歳未満 
（小学６年生）の人に１回。携行品は母子手帳、印鑑、筆記用具。 
※保健センターへお越しの際はコミュニティバスをご利用ください。 

生後３か月～７歳６か月未満の乳幼児。できるだけ18か月までに済 
ませてください。携行品は母子手帳、印鑑、筆記用具 

ＢＣＧ予防接種 ４月６日貉 
午後２時～３時 

生後３か月～６か月未満の幼児。携行品は母子手帳、印鑑、筆記用具 
ツベルクリン反応検査はありません。 

第1水曜日午前9時 
半～10時半（要予約） 

大阪府泉佐野保健所 
へお問い合せ下さい 

実施場所は大阪府泉佐野保健所（薀磆７７０１） 

４月21日貅・スカイシティーオークワ泉南店※時間は午前10時～正午、午後１時～４時半。 
成分献血、400裨献血にご協力ください。▼問合せ＝泉南市献血推進協議会（薀82－7615） 
夜間の子どもの急病時、病院へ行った方がよいかどうか判断に迷った場合、小児科医と 
看護師が相談に応じます。診療や指示等の医療行為は行いません。明らかに緊急を要する 
急病の場合は、119番をご利用ください。▼時間＝午後８時～翌朝８時（３６５日） 
▼電話番号＝＃8000（ＮＴＴプッシュ回線の場合、一部地域を除きます） 
薀06・6765・3650（携帯電話、ダイヤル回線等の場合） 

事前予約が必要です。 
申込み・実施場所は大阪府泉佐野保健所（薀磆７７０１） 

4月８日貊、11日豺、18日豺、 
25日豺午後１時～ 

妊婦とその家族 
定員は15組（要予約） 

妊婦とその家族、生後4か 
月未満の乳児と保護者 

身体計測、内科診察、歯科診察、個別相談など。 
対象の人には個別通知します。 

４月18日豺 
午後１時～３時 

４月19日貂 
４月26日貂 
午後１時半 
　～２時半 

離乳期の乳児の 
保護者（要予約） 

両親教室の妊婦との交流。講習と試食。 
携行品は母子手帳、筆記用具。 

ぴよぴよサロン（育児相談） ４月22日貊 午後１時半～３時 
乳幼児と保護者 育児相談、身体計測。お気軽にお越しください。 

お母さん同士の会話も楽しみましょう。 

リトルままサロン ４月22日貊 午後１時半～３時 
妊産婦同士の情報交換、赤ちゃんの身体計測、 
育児相談 

歯科健診、フッ素塗布（希望者）、個別相談等。予約は不要。 
携行品は母子手帳、歯ブラシ、筆記用具、問診票。 
ブラッシング指導。予約不要。 
携行品は、母子手帳、歯ブラシ、コップ、筆記用具 
6日間で1コース。助産師講義、マタニティ体操、手作りおもちゃ、個別相談（保育、 
栄養、歯）、沐浴、リトルままサロン、なるべく5か月以降の安定期にご参加ください 

病・医院の診察時間 満９か月～１歳未満 ４か月健診時に受診票をお渡ししますので、かかりつけの病・医院 
でお受けください。※但し、１歳を超えますと自己負担となります。 

毎月第１～３金曜日 
午後１時～２時半 

栄養士が個人のライフステージに応じた栄養に関する 
相談に応じます。但し、事前予約が必要です。 

▼40歳以上の市民 

▼40歳以上の市民 

▼上村老人集会場第1・3火曜日 
▼東信達老人集会場第2・4 
　木曜日 
※午後２時から１時間半程度 

健康チェックと体操、レクリエーションを通して、 
体力の維持や閉じこもりの防止をめざします。 
参加をご希望される方は、直接会場へお越しくだ 
さい。 

40歳以上で簡単な集団 
体操に参加でき、自力 
または家族の送迎で来 
場することができる方 

リトルまま教室（両親教室） 

医療機関で受けられる健（検）診は、平成１７年５月から実施します。 
▼費用＝基本健康診査１，０００円、大腸がん検診２００円、子宮がん検診６００円 
７０歳以上の方は無料。生活保護、非課税世帯の方は保健センターで平成１７年４月から 
無料券を発行します。無料券をお持ちになって医療機関で受けて下さい。 
▼対象＝基本健康診査・大腸がん検診は４０歳以上の市民、子宮がん検診は２０歳以上の 
女性市民現在治療中の方、勤務先で受けられる方は除きます。 
▼携行品＝健康手帳 

日本脳炎の予防接種 ４月５日貂、14日貅 午後１時半～２時半 
第1期は3歳～7歳6か月未満。初回接種は約1～4週間隔で2回。追加接種は初回接種の2回終了後、約1年後に1回。第2期 
は9歳～13歳未満。第3期は14～16歳未満。対象年齢内に1回接種してください。携行品は母子手帳、印鑑、筆記用具。 
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四
十
歳
以
上
の
市
民
を
対
象

に
基
本
健
康
診
査
、
各
種
が
ん

（
肺
・
胃
・
大
腸
）
検
診
の
セ
ッ

ト
検
診
を
実
施
し
ま
す
。
但
し
、

九
・
十
月
は
骨
密
度
測
定
も
含

ま
れ
て
い
ま
す
。

▼
と
き
＝
六
月
二
十
八
日
貂
、

七
月
十
九
日
貂
、
二
十
一
日
貅
、

八
月
八
日
豺
、
十
七
日
貉
、
二

十
六
日
貊
、
九
月
八
日
貅
、
九

日
貊
、
二
十
二
日
貅
、
三
十
日

貊
、
十
月
四
日
貂
、
三
十
一
日

豺▼
定
員
＝
各
五
十
人
（
多
数
の

場
合
は
抽
選
）

▼
費
用
＝
二
、
〇
〇
〇
円

▼
申
込
み
＝
四
月
二
十
八
日
貅

ま
で
に
往
復
ハ
ガ
キ
に
て
お
申

込
み
く
だ
さ
い
。
な
お
、
ハ
ガ

キ
の
記
入
方
法
等
の
詳
細
に
つ

い
て
は
、
今
月
号
折
込
の
保
存

版
平
成
十
七
年
度
成
人
保
健
事

業
を
ご
参
照
く
だ
さ
い
。

▼
問
合
せ
＝
保
健
セ
ン
タ
ー

▼
と
き
＝
六
月
三
日
貊
、
九
日

貅
の
午
前
中
（
時
間
予
約
制
）

▼
と
こ
ろ
＝
保
健
セ
ン
タ
ー

▼
対
象
＝
四
十
歳
以
上
の
市
民

（
妊
娠
中
の
方
は
除
く
）

▼
定
員
＝
各
五
十
人
（
先
着
順
）

▼
費
用
＝
胃
が
ん
検
診
八
〇
〇

円
、
大
腸
が
ん
検
診
二
〇
〇
円

▼
申
込
み
＝
四
月
十
八
日
豺
か

ら
保
健
セ
ン
タ
ー
窓
口
ま
た
は

電
話

▼
そ
の
他
＝
胃
が
ん
・
大
腸
が

ん
検
診
は
で
き
る
だ
け
セ
ッ
ト

で
お
受
け
く
だ
さ
い
。
現
在
治

療
中
も
し
く
は
経
過
観
察
中
の

方
は
ご
遠
慮
く
だ
さ
い

▼
問
合
せ
＝
保
健
セ
ン
タ
ー

五
月
か
ら
麻
し
ん
（
は
し
か
）

と
風
し
ん
の
予
防
接
種
を
市
内

の
医
療
機
関
で
受
け
る
こ
と
が

で
き
ま
す
。
予
約
が
必
要
で
す
。

直
接
実
施
医
療
機
関
に
申
込
ん

で
く
だ
さ
い
。

▼
対
象
＝
▽
麻
し
ん
＝
生
後
一

歳
か
ら
一
歳
三
か
月
（
七
歳
六

か
月
未
満
ま
で
接
種
可
能
）
の

間
に
一
回

▽
風
し
ん
＝
生
後
一
歳
か
ら
三

歳
（
七
歳
六
か
月
未
満
ま
で
接

種
可
能
）
の
間
に
一
回
。
麻
し

ん
の
接
種
後
四
週
間
以
上
間
隔

を
あ
け
て
受
け
て
く
だ
さ
い
。

▼
費
用
＝
無
料

▼
実
施
医
療
機
関
＝
▽
青
木
整

形
外
科
▽
イ
ッ
セ
イ
内
科
ク
リ

ニ
ッ
ク
▽
小
上
医
院
▽
く
れ
ク

リ
ニ
ッ
ク
▽
長
束
ク
リ
ニ
ッ
ク

▽
西
森
医
院
▽
西
山
内
科
循
環

器
科
医
院
▽
野
上
病
院
▽
福
本

医
院
▽
堀
越
内
科
▽
松
本
医
院

▽
宮
城
医
院
▽
山
上
医
院

▽
住
所
、
連
絡
先
に
つ
い
て
は

五
月
号
で
お
知
ら
せ
し
ま
す
。

▼
注
意
事
項
＝
▽
安
全
に
予
防

接
種
を
受
け
ら
れ
る
よ
う
、
体

調
の
良
い
時
に
受
け
ま
し
ょ
う
。

▽
予
約
を
し
て
い
て
も
、
体
調

が
悪
い
と
き
は
接
種
を
見
合
わ

せ
ま
し
ょ
う
。
▽
母
子
手
帳
を

必
ず
持
参
し
て
下
さ
い
。

▼
予
防
接
種
を
受
け
る
こ
と
が

で
き
な
い
人
＝
笊
明
ら
か
に
発

熱
の
あ
る
人
（
37.5
℃
以
上
）
笆

重
篤
な
急
性
疾
患
に
か
か
っ
て

い
る
こ
と
が
明
ら
か
な
人
笳
水

ぼ
う
そ
う
、
百
日
せ
き
、
お
た

ふ
く
か
ぜ
な
ど
が
治
っ
て
か
ら

一
か
月
経
過
し
て
い
な
い
人
笘

家
族
や
遊
び
友
達
等
に
、
は
し

か
や
風
し
ん
、
水
ぼ
う
そ
う
等

に
か
か
っ
た
人
が
あ
り
、
潜
伏

期
間
が
過
ぎ
て
い
な
い
人
笙
ポ

リ
オ
や
Ｂ
Ｃ
Ｇ
な
ど
の
生
ワ
ク

チ
ン
の
接
種
か
ら
四
週
間
、
三

種
混
合
や
日
本
脳
炎
の
不
活
化

ワ
ク
チ
ン
の
接
種
か
ら
一
週
間

経
過
し
て
い
な
い
人

▼
問
合
せ
＝
保
健
セ
ン
タ
―
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申
込
・
問
合
せ
＝
蕕
祗
７
６
１
５

胃
が
ん
検
診
・
大
腸
が
ん

検
診
を
実
施
し
ま
す

セ
ッ
ト
健
診
を

実
施
し
ま
す

麻
し
ん
と
風
し
ん
の

予
防
接
種
に
つ
い
て

▼対象＝１５歳以上の市民（肺がん検診は４０歳

以上の方）▼費用＝基本健康診査１，０００円、

結核検診・肺がん検診無料（ただし、肺がん検診

の喀痰検査が必要な場合は４００円）▼申込み＝

４月１１日豺から５月末までにお電話で保健セン

ター▼携行品＝健康手帳（ない方は当日交付しま

す。ただし４０歳以上）▼内容＝▽基本健康診査

（検尿・血圧測定・血液検査・診察等）

▽結核健診（胸部Ｘ線写真）▽肺がん検診(胸部

Ｘ線写真、必要な方に喀痰検査)▼その他＝生活

保護または市民税非課税世帯の方は検診のお申込

み時にその旨をお伝えください。住民検診を受け

た方は、セット検診を受けられませんのでご注意

ください。

▼問合せ＝保健センター



ケーブルテレビのチャンネル９
では、泉州地域４市３町の地域情
報番組「わくわくりんくう」を映
像と文字番組で放送しています。
但し、視聴するにはケーブルテ

レビへの加入が必要です。また、
視聴できない地域がありますので
ご了承ください。
▼1回目＝9:00～11:20（泉南市は10:20～）
▼2回目＝14:00～16: 20（泉南市は15:20～）
▼3回目＝22:00～0:20（泉南市は23:20～）
※放送時間が４月から変更となっています。
▼ケーブルテレビへの加入に関する問合せ＝譁ジェイ
コム関西・りんくう局（薔０１２０－０８９－３４４）
▼問合せ＝情報管理課（内線２２７）

４月　１日貊 
　　　～ 
４月１４日貅 

４月１５日貊 
　　　～ 
４月３０日貍 

今年で３回目を迎える消防フェアー 
実際に阪神淡路大震災での被災経験 
を持つレポーターが各体験コーナー 
を実践によりご紹介します。 

樽井保育所のおわかれ会の催しを 
メインに過去１年間の写真ととも 
に樽井保育所の思い出を振り返る 
番組をお届けします。 

第３回 
消防フェアー 

樽井保育所 
おわかれ会 
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今年も環境実践アイデアの募集にユニークで役立つアイデアがよせられました。アイデア大賞は家庭で簡単にできる「安全
安心な歯磨き粉」と「からだにやさしい環境にやさしい手作り石けん」の作り方を提供してくださいました高橋由希子

たかはしゆきこ

さんが
受賞し、優秀賞には軼捨てる美学軻に踊らされることなく再利用を実践し衣類のリフォームとして産着セットやお宮参り用品
を制作した小栗泰子

おぐりやすこ

さんが輝きました。（内容に興味のある方は環境整備課へお問い合せください）
「未来のために」や「環境問題への取り組み」という堅苦しいものではなく、この様な自分のできる事をできる限り実行す

る積み重ねこそが、よりよい環境を築いてくのではないでしょうか。 （２月２８日）

第４回環境実践アイデア大賞授賞式

この日、火災報知器が鳴り響く中、「本庁２階湯沸かし場
から火災が発生しました。」との放送が流れ、庁舎消防避難
訓練が実施されました。庁舎待機要員を残した約２５０人
が参加し、梯子車での救助訓練にはじまり、本庁施設内に
設置されている消火ホースあるいは消火器での職員による
消火実践訓練も行われ、消火ホースの水圧や消火器の効果
を実感し、今後万一の場合に備えて、市民の安全確保等、
職員の対応も一層スムーズなものとなる事が期待されます。
これまで大規模な消防避難訓練は実施されていませんでし
たが今後は年に１、２回程度行われていく予定です。

（２月２３日）

庁舎消防避難訓練
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救
急
出
場
件
数
は
年
々
増
加

し
、
そ
の
内
容
も
高
齢
化
社
会

の
進
展
や
疾
病
構
造
の
変
化
等

を
背
景
に
、
呼
吸
・
循
環
器
系

の
不
全
が
増
加
す
る
な
ど
、
複

雑
多
様
化
し
て
き
て
い
ま
す
。

家
庭
や
職
場
で
家
族
や
同
僚

が
倒
れ
た
時
、
倒
れ
た
人
の
意

識
が
な
く
、
危
篤
状
態
と
思
っ

た
ら
、
す
ぐ
に
救
急
車
を
呼
ん

で
、
救
命
手
当
を
始
め
て
く
だ

さ
い
。
救
急
救
命
士
は
必
要
に

応
じ
て
除
細
動
（
電
気
シ
ョ
ッ

ク
）
を
含
む
救
命
処
置
を
し
な

が
ら
、
高
度
医
療
機
関
へ
搬
送

し
ま
す
。
こ
の
よ
う
な
連
携
が
、

心
臓
が
停
止
し
た
人
を
も
救
命

す
る
こ
と
が
で
き
る
の
で
す
。

泉
南
市
消
防
本
部
で
は
平
成

十
六
年
度
中
に
二
、
五
一
〇
件

出
動
し
、
そ
の
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二
、
四
四
三

人
を
医
療
機
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搬
送
し
、
そ

の
内
心
臓
呼
吸
停
止
患
者
が
四

二
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あ
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ま
し
た
。
重
度
傷
病

者
の
救
命
率
の
向
上
に
は
、
救

急
隊
が
到
着
す
る
ま
で
の
応
急

手
当
が
極
め
て
効
果
的
で
重
要

で
す
。
し
か
し
、
突
然
の
急
病

人
や
け
が
人
を
目
の
前
に
し
て

「
応
急
手
当
」
を
実
施
す
る
こ
と

は
、
な
か
な
か
難
し
い
現
状
と

い
え
る
で
し
ょ
う
。

泉
南
市
消
防
本
部
で
は
事
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所
や
学
校
、
地
域
（
区
・
自
治

体
等
）
を
対
象
に
救
急
講
習
を

開
催
し
て
い
ま
す
。
現
在
ま
で

に
一
、
一
四
二
人
の
方
に
普
通

救
命
講
習
を
修
了
頂
い
て
い
ま

す
。
泉
南
市
消
防
本
部
で
は
、

よ
り
一
層
救
命
講
習
の
普
及
・

啓
発
に
取
り
組
み
、
救
命
講
習

会
を
実
施
し
て
い
き
た
い
と
考

え
て
い
ま
す
。
▼
と
き
＝
四
月

二
十
四
日
豸
午
前
九
時
〜
正
午

▼
と
こ
ろ
＝
消
防
本
部
二
階
教

養
室
▼
問
合
せ
＝
泉
南
市
消
防

本
部
救
急
係
薀
祕
０
１
１
９

停
電
が
起
こ
っ
た
ら
？

消
防
署
で
は
停
電
を
復
旧
す

る
こ
と
は
出
来
ま
せ
ん
。
家
庭

で
停
電
が
起
き
た
場
合
は
、
ブ

レ
ー
カ
ー
を
確
認
し
、
付
近
一

帯
が
停
電
し
て
い
る
と
き
は
関

西
電
力
株
式
会
社
岸
和
田
営
業

所
ま
で
連
絡
す
る
よ
う
に
お
願

い
し
ま
す
。
薀
睿
４
７
０
１

普
通
救
命
救
急
講
習
開
催
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２月１９日から３月３１日までの間、古代史博
物館で、観光資料からみた昭和初期の泉南につい
て企画展示が行われました。一口に昭和初期とい
っても８０年も昔の事、なかなか詳しく知ってい
る人は少なくなってきているのではないでしょう
か？当時の人々が余暇を楽しみ、流行や嗜好を敏
感に反映した観光地案内から振り返るというもの
で、日本最初の私鉄として開通した南海電鉄や当
時日本最速を誇った阪和電鉄のパンフレット、か
つて一大テーマパークとして人気を集めた砂川児
童遊園の案内図等、今の泉南と大きく様変わりし
ている部分も沢山ありました。こういった身近な
歴史を次の世代に伝えていく事も今を生きる私た
ちの努めの１つではないでしょうか。（２月２６日）

以外と大きな変化を遂げてきた

せんなんの　ちょっと　む・か・し

今年で１２回目を迎える泉州国際市民マラソン
は、みぞれが降る過酷な条件のもと、２，７２８
人のランナーが浜寺公園をスタートし４２.１９５キ
ロ先のりんくう公園高架下駐車場のゴールをめざ
しました。ゴール目前の地点では、ある選手は息
も絶え絶えに、また、ある選手は自分自身を奮い
たたせるかの様に疾走し、時にはタイムに目をや
り、また、時には隣を走る選手に遅れまいと、海
から吹き寄せる向かい風をものともせずラストス
パートをかける姿が美しく映りました。そして、
いつしか天気もスタート時が嘘の様に青空が広が
り、選手達の健闘を称えるかのように優しい日射
しの見守る大会となりました。 （２月２０日）

「自分との戦い」言葉程に易しくない
泉州国際市民マラソン



▼

○

○

広
報
せ
ん
な
ん
４
月
号
（
N
o.478）

平
成
１
７
年
４
月
１
日
発
行
　
編
集
と
発
行
　
泉
南
市
役
所
情
報
管
理
課
 

〒
590 －

0592　
泉
南
市
樽
井
一
丁
目
１
番
１
号
（
薀
83－0001／

蕭
83－0325）

h
ttp
://w

w
w
.city
.sen
n
an
.osak

a.jp
/

こ
の
広
報
紙
は
再
生
紙
を
利
用
し
て
い
ま
す
 

出かけるのがおっくうになる冬の寒さ

も遠のき、春風がここちよく感じられる

今日この頃、市内の公園に出かけてみて

はいかがでしょうか。泉南市内には大小

100を越える公園があります。今回は、

その中の３つの公園をご紹介いたしま

す。

まず1つ目は、信達牧野にある一番新

しい「牧野公園」（写真下段）です。こ

の公園は和泉砂川駅の近くにあり、休憩

所や遊具、ベンチなどが整備され街中の

憩いの場となっています。

２つ目は、岡田浦漁港のちかくにある、

「りんくう南浜公園」（写真中段）です。

この公園は、海辺にふさわしい立派な舟

型遊具や砂場が設置され、駐車場やトイ

レも整備されており車でもお越しいただ

ける公園となっています。

３つ目は、りんくう南浜２号緑地、通

称「かめ公園」（写真上段）です。こち

らは、樽井漁港ちかくにあるテニスコー

ト（有料）・公園・駐車場・トイレが一

体となった緑地です。この公園にも、浜

辺にふさわしくかめをかたどった木製遊

具が置かれており、通称名の由来となっ

ています。まわりも緑豊かでさわやかな

潮風がふく公園となっています。

他にも市内にはたくさんの公園があり

ます。春風にさそわれて近くの公園に散

歩に出かけてみてはいかがでしょうか。

１２回にわたって泉南市の季節に応じたイベントやスポット
を紹介していきます。 （４／１２回）
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